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メキシコ沖地震緊急支援活動



紙面編集の変更のお知らせ

　AMDAは発足30周年を迎えた2014年、世界平和パートナーシップ（GPSP）構想

を発表しました。基本理念である「聞かれた相互扶助」など３つの柱を具現化したむ

ので、これまで取り組んできたプログラムを「平和構築」「健康増進」「教育支援」「生

活支援」の分野に分け、活動を推進していくものです。

　今回から年１回発行の「年次報告書」について従来の編集方針を一新し、この４分

野に分けて順次、活動内容を報告させていただきます。ご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。
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緊急支援

・ロヒンギャ難民医療支援活動

◇実施場所　バングラデシュ・コックスバザール県ウキ

ヤ地区クトウパロン難民キャンプ

◇実施期間　2017年10月～継続中

◇派遣者　橋本千明／看護師・調整員/AMDA本部職

員、米田哲／医師/AMDA ERネットワーク登録メン

バー、菅波茂／医師/AMDAグループ代表、山本太郎

／医師／長崎大学熱帯医学研究所、野口幸洋／調整員/

NPO法人TMAT、アリ・カダール／医師/UNRWA（国

連パレスチナ難民救済事業機関）、ヨゼフ・ファスムス

／医師/UNRWA、押谷晴美／看護師/AMDA ERネッ

トワーク登録メンバー、竹谷和子／調整員/AMDAボ

ランティアセンター事務局長

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA本部、AMDAバングラデシュ支部、日本バング

ラデシュ友好病院

◇受益者数　延べ16､020人（2017年度）

◇受益者の声

「誰かに襲われるという恐怖から解放され、家族と安全

に暮らせる環境がありかたい。ここバングラデシュに避

難してきてよかった｡」

◇事業内容

　2017年８月末以降、ミャンマーから隣国のバングラ

デシュに逃れるイスラム系少数民族・ロヒンギャ難民は

増加の一途を辿っており、以前からバングラデシュに任

む難民20万人と合わせると、その数は約90万人と推

定されている（2018年３月18日国連高等難民弁務官

発表）。難民キャンプでは収容能力を大幅に超える人数

が限られた範囲で生活しており、キャンプ内の水や衛生

環境などの基本的な支援が不十分な状況が続いている。

　AMDAは、上記状況を受け、AMDAバングラデシュ

支部と日本バングラデシュ友好病院と典にロヒンギャ難

民に対し１年間の医療支援活動を決定。 2017年10月に

難民キャンプ内に診療所を開設以降、AMDAバングラデ

シュ支部より医療チームを構成し、常に10人前後のス

タッフが、現地で無料診療と医薬品の提供を行っている。

１日あたり平均120人前後の患者が受診している。

　AMDAからも2017年11月に、難民キャンプに本部

の看護師兼調整員を派遣。続いて３月までに他団体の協

力も得て、菅波AMDAグループ代表を含め計９人を派

遣した。 12月に派遣された米田医師は、一緒に活動し

たことのあるAMDAバングラデシュ支部のスタッフがこ

の支援活動を始めたことを知り参加を希望。現地支部の

責任の下、患者の診療を行った。

　また、2018年２月、パレスチナ難民の保護と支援を

目的に設立されたUNRWA（国連パレスチナ難民救済事

業機関）とAMDAは連携協力協定を締結し、難民とし

て育ち支援を受けてきたからこそロヒンギャ難民を支援

したいと、UNRWA医師２人もこの活動に参加した。同

時期に日本からも押谷看護師が派遣され、難民の方より、

「誰かに襲われるという恐怖から解放され、家族と安全

に暮らせる環境がありかたい、ここバングラデシュに避

難してきてよかった」と心境を伺った。
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復興支援

● 歯 ● ● ●

・ネパール・ブータン難民医療支援活動

◇実施場所　ネパール・ジャパ郡、モラン郡内難民キャ

ンプ及びAMDAダマック病院（2017年度）

◇実施期間　1992年～継続中

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAネパール支部

◇受益者数　延べ約8､000入（2017年度）

◇事業内容

　AMDAネパール支部は1992年、ネパールヘ流入し

てきたブータン難民に対する医療支援事業をジャパ郡ダ

マック市で開始。 1995年、UNHCR（国連難民高等弁務

官事務所）より正式な委託事業として、AMDAが本格的

に主導していくこととなり、30床の「AMDAダマック病

院」はブータン難民及び地域住民への医療サービスの提

供を開始した。

　さらに、2001年よりAMDAネパール支部は、ブータ

ン難民キャンプにおける一次保健医療を、UNHCR（国

連難民高等弁務官事務所）から委託され、各キャンプに

活動拠点を設置、最大約11万人の難民を対象にプライ

マリーヘルスケアサービス（一次診療サービスのほか、

妊婦検診、予防接種、栄養補助食料の供給等）を提供し

てきた。

　現在は難民人口も当時の約１割に減少しているが、

キャンプ内での活動は継続。キャンプ内の一次医療レベ

ルで対応できない患者については、二次医療サービスを

提供するAMDAダマック病院等へ搬送するなどの対応

を行っている。
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Ｉスリランカ平和構築プログラム

◇実施場所　スリランカ・マータレー

◇実施期間　2017年８月５目～７日

◇派遣者　苛波茂/AMDAグループ代表、ニッティヤ

ン・ヴィーラヴァーグ/AMDAインターナショナル事務

局長、竹谷和子/AMDAボランティアセンター事務局

長、三宅孝士／赤磐市職員（AMDAに出向中）、山崎希

/AMDA職員、橋本千明/AMDA本部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAスリランカ支部、St.John Ambulance、

スリランガマータレーKauduePelella SinhalaMaha

vidyalayaeの中学生ヽキリノッチviveganantha

vidyalayamの中学生ヽトリンコマリーMutur Centra1

CollegeヽSt､Mary's Collegeの中学生、それぞれの引率

の先生、日本からAMDA中学高校生会メンバー４人、現

他大学日本人留学生１人、元AMDA中学高校生メンバー

１人

◇受益者数　76人

◇受益者の声

｢民族を超え、自分達とは違う世界に出会うことができ、

いい機会をいただいた。とてもいいプログラム｡｣

｢他の国の人達、いろいろな宗教の人々とコミュニケー

ション能力、文化の交流、言語などのスキルを仲ばすこ

ともできるので素晴らしいプロゲラムだと思う。平和に

ついてつながるいい機会をもらえてありかたい｡｣

｢平和について色々な角度から考えることができた｡｣

｢人の温かさを感じ自分の心が癒されていくような研修

だった。自分自身凄く成長できた。言葉が違っても平和

を望む気持ちは同じ。手をつないでくれて現地の人の温

かさを感じた｡｣

◇事業内容

　2011年から始まった異なった宗教、民族の生徒たち

が交流するスリランカの｢平和構築プログラム｣が８月

５日から３日問行われた。

　悲しい内戦の歴史を乗り越え、次世代の意識改革を目

標としており、2013年からは現地の人々に力日え、日本か

らも高校生が参加。AMDAの理念である“多楡院の共存"



を学ぶプログラムとなっている。

　2017年度の開催地は、スリランカの中部の山間部の

町・マータレー。参加したのはマータレー、キリノッチ、

トリンコマリーの３地域の生徒と、AMDA中学高校生会

のメンバー。

　スポーツ・アート・カルチャー交流では、学校も性別

も宗教も言語も関係ない混合チームで競い合い、様々な

活動に取り組んだ。２目目のキャンプファイヤーも夜が

更けるまで盛り上がった。

　別れの時は言葉を交わして抱き合い、瞳から涙があふ

れていた。生徒たちの顔は、過去に起こった悲劇は繰り

薦
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緊急救援

Ｉペルー洪水緊急医療支援活動

◇実施場所　ベルー・リマ郡、カンタ郡、ピウラ郡、モ

ロポン郡、ピラウ市内合計６ヵ所

◇実施期間　2017年４月１目～13日

◇派遣者　渡久地宏文／医師/AMDA沖縄メンバー、

松永健太郎／調整員/AMDA本部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA本部、AMDA沖縄、AMDAベルー、Sodos En

Salud

◇受益者数　512入

◇受益者の声

｢なかなか水が引かなかったので大変たった。医師に診

てもらえてよかった｡｣

◇事業内容

　海面水温上昇によるエルニーニョ現象で2017年に入

りペルー各地で豪雨が頻発。洪水や土石流が発生するな

ど被害が続出した。ペルー国家緊急オペレーションセン

ターによると、現地時間４月５目現在で106入が死亡、

15万7600入が被災した。

　最も被害が大きかったペルー北部ピウラでは川が氾濫

し、多くの世帯で水や食料が不足。首都リマでも５本の

川が氾濫し、市内に水が流れ込む過去最大規模の洪水と

返さない、宗教や民族、言葉が違っても仲良くできると

いう自信で、輝いていた。

なった。

　AMDA本部は2017年３月21日、AMDAベルー支部

から支援要請を受け、医師と調整員の２入の派遣を決定。

AMDA沖縄の渡久地医師は､ペルーで育ち､今回もペルー

の内科医として、またスペイン話を話せる者として、ふ

るさとのために少しでも手伝うことがあれば手を差し仲

べたいという気持ちで参加を希望した。

　二次災害の懸念から被災地への立ち入りは制限されて

いたが、４月２日にようやく渡久地医師と松永調整員の

２入が現地入りし４月11日まで滞在。 AMDAペルー支

部と現地協力団体Sodos En Salud とともに６ヵ所で

医療支援活動を実施、合計512入の被災者を診察した。

なかでもピウラでは洪水で遣が寸断され、途中バスを降

り、ボートと徒歩で避難所まで向かい支援に入った。
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Ｉスリランカごみ処分場堆積物崩落事故

　災害支援

◇実施場所　スリランカ・ミートタムッラ

◇実施期間　2017年４月16目～22日

◇事業チーム構成

　AMDAスリランカ支部、St.John Ambulance コロンボ

事務所、コロンボ東病院

◇受益者数　640人

◇事業内容

　スリランカの正月に当たる2017年４月14日、首都

コロンボ近郊のミートタムッラで、ごみ処分場の堆積物

が崩落し、周辺住民1､800人に被害が及んだ。

　同国災害管理センターによると、30人が死亡、８人が

行方不明となり、11人が負傷。 228世帯の980人が住

む場所を追われ、安全な場所に避難。同センターをはじ

め陸軍、海軍、空軍、警察が支援した。

　AMDAスリランカ支部は、現地協力団体と合同で救援

チームを派遣。診察活動のほか、医薬品や食料などを寄

付した。コロンボ東病院から派遣された医師や看護師も

被災者の救援に当たった。この活動で救援チームは640

人もの患者を診察、うち42人については病院へ搬送す

るなどの対応を行った。

Ｉ釜石森林火災避難者緊急支援活動

◇実施場所　岩手県釜石市

◇実施期間　2017年５月９日～11日

◇派遣者　元持幸子／調整員・理学療法士/NPO法人

つどい事務局長、橋本千明／看護師/AMDA本部職員

◇受益者数　12人

◇受益者の声

｢東日本大震災の経験があり、避難生活は何度もしてい

る。避難して３日目で、誰かと一緒に体を動かす機会が

欲しかった｡｣

◇事業内容

　東日本大震災から６年２ヵ月が経った岩手県釜石市。

５月８日に大規模な山林火災が発生し、AMDA本部は看

４ －sogo‘ 匈o－/1がZ賜ジャーブ∇ル政砧9す窟万猷印卒謔廠皆淳

護師を派遣。５月９日から３日間、避難所で不便な生活

を強いられている住民らを温かく励ました。

　現地で看護師とともに活動した元持調整員は、東日本

犬震災時にAMDAで４年ほど活動。その後、古里の大

槌町で「NPO法人つどい」を設立し、地域のコミュニ

ティー再生を目指している。

　２人が訪れた避難所の一つである旧釜石高高体育館で

は、同じ体勢で長時間過ごす人が多いことから体操の時

間をもつことを提案、高齢者と子ども計12人と一緒に

体操を行った。

　避難者の中には大震災で自宅を失い、昨年５月に再建

したばかりの人もいた。山林火災による延焼を心配する

人々に火災情報を細かく伝え、不安を取り除くよう努め

た。

・スリランカ南西部洪水緊急医療支援活動

◇実施場所　スリランカ・ラトナプラ県カラデナ村、パ

ラドーラ村、カルタラ県パラデュワ村、クラゴダ村

◇実施期間　2017年６月６目～12目

◇派遣者　ニッティヤン・ヴィーラヅァーゲ／調整員/

AMDAインターナショナル事務局長、菅原久美子／看護

師/AMDA ER ネットワーク登録メンバー

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAスリランカ支部、StJohn Ambulanceコロンボ

事務所、Gamini Costa Foundation 財団

◇受益者数

　支援物資配布　610人(学用品など)､100世帯(蚊帳)、

診察活動　115人

◇受益者の声

｢住民から握手をしながら『遠くからありがとう』の言葉

を頂いた｡｣

◇事業内容

　2017年５月末、スリランカを襲ったモンスーンによ

る大雨で、同国の南西部では洪水や地滑りによる被害が

発生。スリランカ災害管理センターによると、６月８口

現在で死者212人、行方不明78人、負傷者150人。２

万棟以上が援壊し、約60万人の生活に支障が出る太陰



事となった。

　AMDAスリランカ支部は、現地協力団体であるSt.

John Ambulanceなどと協力し、洪水が起きた翌日の５

月26日から活動を開始。 AMDA本部も調整員と看護師

各１人を６日に派遣した。そのうち、派遣された菅原看

護師は、自分の限られた能力の中でも出来る限りのこと

をして、少しでも被災者の助けになる活動をしたい、と

今回の活動に参加した。

　８日より３日間に渡り、合同チームは最も被害の犬き

かったラトナプラ県カルタラ県で診療をはじめ、通学用

カバンや蚊帳を配布、医薬品の補充も行った。ある村で

は、洪水の際、村全体が浸水した。山に逃げた住民たち

は水が引いた後、自宅に戻ってきたものの、自宅にあっ

たものは水に浸かり使用できない状態になっていた。市

街地から離れている村たったこともあり、支援に入った

のはAMDAが初めてで、診療を受けた住民からは握手

をしながら感謝の言葉をいただいた。

Ｉ九州豪雨緊急支援活動

◇実施場所　福岡県朝倉市

◇実施期間　2017年７月６日～９口

◇派遣者　三宅孝士／理学療法士・調整員／赤磐市職

員（AMDAに出向中）、松永健太郎／調整員/AMDA本

部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA･総社市･野口健（登山家､総社市環境観光大使）

合同支援チーム

◇受益者数　なし（直接的な医療ニーズはない

◇事業内容

　７月５目から福岡、大分県を襲った記録的な豪雨で、

10日現在の被害は死者25人、行方不明や安否が分から

ない人が20入超で、1､885入が避難中。

　支援チームは二手に分かれ、被害が最も大きかった地

区の避難所を巡って聞き取り調査を実施。暑さ対策とし

て扇風機を設置し、段ボールベッドを設けた。避難者の

70代男性は「自宅が床上浸水し、立ったまま夜を過ご

した」と疲れ切った様子。

　AMDAチームは、避難所での健康相談等のニーズ調

査も実施した。結果、被災他の医療機関は機能しており、

保健師も各避難所に２人ずつ派遣が決定されていること

から、直接的な医療ニーズはないと判断。今後の現地の

状況を注視していくことにした。

・フィリピン・レイテ島地震医療支援活動

◇実施場所　フィリピン・レイテ島カナンガ町

◇実施期間　2017年７月26口～28日

◇派遣者　大山マージョリー／調整員／岡山倉敷フィリ

ピーノサークル代表、岩本智子／看護師(米国資格)・

調整員/AMDA本部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　レイテ医師会、ロマルデス医療大学

◇受益者　233人

◇受益者の声

｢テント生活で疲れがたまっていた。無料での診察に感

謝している｡｣

◇事業内容

　2017年７月６目午後４時ごろ(現地時間)､フィリピン･

レイテ島西部を震源とするマグニチュード6.5の地震が

－sogo ’句o－ぷ心柄ジャーナル2国８す夏号付録卒説流俗誰５



発生。レイテ島カナンガ町ヒロクトガン地区で59世帯

197入が避難テント生活を続けており、医療ニーズがあ

るとの情報を受け、AMDAは７月28日に現地入り。レイ

テ医師会と合同で医療支援活動を行うことを決定した。

　合同医療チームは、ロマルデス医療大学とともに233

人（成人129入、小人104入）を診察。頭痛や皮膚の

かゆみ、腰痛などの訴えに対し医薬品を提供した。岡島

では、家を失うなどの直接的な地震被害はなかったもの

の、地震の影響を受けた120世帯に対しては食糧物資

を配布した。 2013年の台風30号で家が壊れ、さらに

今回の地震による地すべりで家を失った人からは「食糧

支援は週３回くらい教会による食糧支援がある。ここに

避難している家庭は日雇い労働か農業に従事している。

６世帯18入が一つのテント生活による疲れが溜まって

いる中、無料で医師の診察を受けられたことに感謝して

いる」という喜びの声をいただいた。

・フィリピン・ミンダナオ島難民支援活動

◇実施場所　フィリピン・ミンダナオ島イリガン市マヤ・

クリスティーナ地区、アマイパクパク医療センターサテ

ライトオフィス

◇実施期間　2017年７月29目～８月３日

◇派遣者　犬山マージョリー／調整員／岡山倉敷フィリ

ピーノサークル代表、岩本智子／看護師（米国資格）・

調整員/AMDA本部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　フィリピン保健省、アマイパクパク医療センター

◇受益者　500人

◇受益者の声

「こうして私たちに会いに来てくれるだけでありかたい。

その上、避難所に住む子どもたちに『お絵かきセット』

をご支援いただき、ありがとう。子どもたちも興奮する

ほど喜んでいる｡」

◇事業内容

　2017年５月23日にフィリピン･ミンダナオ島マラウィ

６　－sogo‘ 句Q－jがZ馴ジヂーオルJyど半夏がが程水冷駆詐譚

市で起きたフィリピン政府とＩＳ（自称イスラム国）に

忠誠を誓うマウテゲループとの武力衝突により、フィリ

ピン政府はミンダナオ全土において厳戒令を発令。フィ

リピン社会開発者によると359､680入の難民が発生し

た。（8月30日時点）

　AMDAは武力衝突が始まった当初から現地協力者と連

絡を取り合いながら状況を見守っていた中、７月末に難

民支援の可能性について話し合うためフィリピンに調整

員２入を派遣した。現地によると、マラウィ市の一部の

建物は破壊され、避難所生活を送っている全体の約２割

の人たちは、長引く避難所生活により心身共に疲弊し、

生活環境も厳しい状況であると聞き、支援を決定。８月

２目にミンダナオ島に入り、イリガン市にあるアマイパ

クパク医療センター（APMC）のサテライトオフィスに

る医薬品を渡した。さらに221世帯1､802入が避難する

イリガン市マヤ・クリスティーナ地区（Barangay Maya

Christina）の避難所を訪問、避難所の子どもたち91入

に「お絵かきセット」を配布した。また、他の避難所の

子どもたちに配布する409セットを、憚健吉地方オフィ

ス担当者に手渡した。

・ネパール南部洪水緊急医療支援活動

◇実施場所　ネパール・ジャパ部、スンサリ郡、ナワル

パラシ部

◇実施期間　2017年８月18日～23目

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAネパール支部、AMDAダマック病院、AMDA

メチ病院、AMDAシッダールタ母と子の病院

◇受益者数　3､187人

◇受益者の声

｢都市部から距離が離れているにも関わらず駆けつけて

くれたAMDAネパールの医療チームに感謝している。被

災後初めて駆けつけてくれた医療チームだ｡｣

◇事業内容

　８月11日より降り続いた大雨により、ネパール南部地



域（タライ平野）で発生した洪水、地滑りは多くの人的・

物的被害をもたらした。８月２０日時点で、死者１４３人、

Ｉバングラデシュ北部洪水緊急医療支援活動

◇実施場所

　バングラデシュ・クリグラム地区、ガイバンダ地区

◇実施期間　2017年８月22日～26日

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAバングラデシュ支部、日本バングラデシュ友好

病院、Sodety forAnti AddictionMovement （SAAM）

◇受益者　18､000人

◇事業内容

　８月半ばからの大雨により北部で洪水が発生、21日

時点て死者114人、約700万人が被災した。

　AMDAバングラデシュ支部は、日本バングラデ

シュ友好病院と現地団体Sodety for Anti Addiction

Movement（SAAM）との合同で、８月22日から26

日まで、被害が大きいクリグラム地区、ガイバンダ地

区に医療チーム（医師、調整員等15人）を派遣し、

緊急支援活動を実施。

　食糧や水、生活用品などの支援物資の配布や医師２

人による診療を、２地区で3､480世帯、約１万８千人

に行った。

■インド・ビハール州北部洪水支援活動

◇実施場所　インド・ビハール州・サマスティプール市

◇実施期間　2017年８月27口～９月１日

◇派遣者　岩本智子／看護師（米国資格）・調整員/

AMDA本部職員、ニッティヤン・ヴィーラヴァーゲ／調

整員/AMDAインターナショナル事務局長

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

AMDA、ガヤ大学、元AMDAピースクリニック現地職員

◇受益者数　300世帯

◇受益者の声

「AMDAとガヤ大学はこの村に民間で初めて入った団体

で、いただいた支援物資は大変助かる。家族が多いので

支援物資の食料はいただいた量では少ないが、経済的な

不安がある中での支援は本当にありかたい｡」

◇事業内容

　2017年夏、南アジアでモンスーンによる洪水が発生

し、インド・ビハール州でも甚大な被害が発生した。同

州危機管理部の発表によると、９月３日時点て死者514

入、避難者は今季モンスーン時期に入り累計85万４千

入にのばった。

　AMDAは従来より同州南部ブッダガヤにある「AMDA

ピースクリニック」にて妊産婦健診等を実施しており、

職員２入が８月27、28日に各々現地入り。出発前の８

月中句より水害被害の情報を収集し、現地到着直後協力

者との協議を進め、ガヤ大学及び現地協力者との支援活

動の実施を決定した。

　９月１日にビハール州北部サマースティプール市ガン

ガバンド地区の３つの村に住む計300世帯を対象に、食

料品と日用品のセットを配布した。
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・メキシコ沖地震緊急支援活動

◇実施場所　メキシコ・オアハカ州フチタン

◇実施期間　2017年９月11日～18目

◇派遣者　鈴記好博／医師／徳島大学大学院総合診療

医学分野・AMDA ER ネットワーク登録メンバー、山崎

希／看護師・調整員/AMDA職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA､天理教メキシコ出張所､現地コーディネーター

◇受益者数　80人

◇事業内容

　日本時間９月８日午後２持前、メキシコ南部チアパス

州沖を震源とするマグニチュード8.2の地震が発生。翌

日AMDAは医師と看護師の２人の派遣を決定した。日

本時間12日に派遣チームはメキシコ入り、現地協力団

体である天理教メキシコ出張所と現地コーディネーター

の協力を得て、14日には最も被害の大きかった地域の一

つであるオアハカ州フチタンに入った。

　現地では市庁舎や学校、病院、市場など市民の生活の

要となる建物が一部損壊や半壊の被害を受け、街の中心

部では建物の倒壊も見られた。また、余震が続く恐怖か

ら、昼夜を問わず屋外や路上で過ごす人もおり、治安の

悪化も相まって夜間は特に緊張状態が続いた。

　AMDA医療チームは現地青年会の食糧支援に同行し、

経済的に苦しい状況で暮らす家族の多い地域５ヵ所で２

日間に渡り無料巡回診療を実施、80人を診察した。緊

急を要する重症患者はいなかったが、「地震の後から食欲

がなくなった」「特に体調は悪くはないが、地震が怖いの

で受診した」などのストレスと考えられるケースもあった。

　巡回診療のほか、現地協力者が実施している食料支援

を援助するために地元にて食料を調達し、協力者に提供

した。

　この地震によるメキシコ全土での死者数は15日時点

98入、被災者数は80万入以上にのばった。

８－ｇ卯･痢か一jがZ割ｼﾞｬｰﾌﾞｿか露ﾘﾀ卒蒼写猷印卒謔廠倣譚

・メキシコ中部地震緊急支援活動

◇実施場所　メキシコ・オアハカ州フチタン

◇実施期間　2017年９月22目～29日

◇派遣者　山崎希／看護師・調整員/AMDA職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA、天理教メキシコ出張所

◇受益者数　50世帯

◇受益者の声

｢物資支援が入ったのは初めてでうれしい。首都のメキ

シコシティに支援が集中し、遠い地方のフチタンまで支

援がくることは期待していなかった。私たちを忘れない

でいてくれてありがとう｡｣

◇事業内容

　日本時間９月20日午前３時ごろ、メキシコ中部を

震源とするマグニチュード7.1の地震が発生、死者数が

355人を記録した（29日時点）。看護師１人はメキシコ

沖地震緊急支援活動に続き、22日メキシコに向かった。

メキシコ到着後、再び天理教メキシコ出張所にご協力を

いただき､翌日以降､被害の大きい首都のメキシコシティ

やモレロス州に向かいニーズ調査を行ったが、既に食料

品や生活物資も充足し、診療活動も実施されていた。

　一方、今月中旬にメキシコ沖地震緊急支援活動を実施

した同国南東部オアハカ州フチタンは首都から1､000牛

口離れた貧困地域であり、23日朝に同州を震源とするマ

グニチュード6.1の地震によりフチタンヘの主要な橋が

崩落、物流停止し物資の不足が懸念されることからチー

ムは25日フチタンヘ移動し、生活物資を50世帯に手

渡した。また、避難所を訪ね、AMDA看護師は血圧測定

や血糖測定、生活指導を実施した。



・フィリピン台風26号緊急支援活動

◇実施場所　フィリピン・ビリラン島

◇実施期間　2017年12月19口～24日

◇派遣者　山崎希／看護師・調整員/AMDA職員、三

宅孝士／理学療法士・調整員／赤磐市役所（AMDAに

出向中）、大山マージョリー／調整員／岡山倉敷フィリ

ピーノサークル代表

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA、フィリピン大統領府、フィリピン海軍予備役、

ナバル州立大学

◇受益者　691世帯

◇事業内容

　クリスマス前の12月16日午後（現地時間）に台風

26号がフィリピン中部サマール島に上陸した。土砂崩

れや洪水被害などが発生し、フィリピン政府によると、

死者数は47人、負傷者数78人、行方不明音数44人、

約186万人が被災した（12月30目時点）。また、約42

万人が一時期避難生活を余儀なくされた。

　AMDAは現地協力者の要請により19日に看護師１人、

続いて22日に調整員２人を現地に向け派遣した。現地

にてフィリピン中部ビリラン島が特に甚大な被害を受け

ているとの情報をうけ、フィリピン海軍予備役司令部の

協力により予備役のスタッフと配布する食料物資を準

備。23日、24目とビリラン島の691世帯に配布した。

橋が崩壊していたり、自宅が全半壊する被害を受けた人

もいる中、支援物資を受け取った人たちからは「メリー

クリスマス！支援物資をありがとう！」と感謝の言葉を

いただいた。

■フィリピン台風２７号緊急支援活動

◇実施場所　フィリピン・ミンダナオ島

◇実施期間　2017年12月25日～30目

◇派遣者　山崎希／看護師・調整員/AMDA職員、三

宅孝士／理学療法士・調整員／赤磐市役所から（AMDA

に出向中）、犬山マージョリー／調整員／岡山倉敷フィリ

ピーノサークル代表

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA、フィリピン大統領府、フィリピン陸軍、フィ

リピン国家災害対策本部、カガヤンデオロ社会福祉開発

省ヽ地元組織KP- CDO （Kilusang P昭babago）

◇受益者　820世帯

◇事業内容

　台風26号に続き、12月22目に台風27号がフィリ

ピン南部ミンダナオ島に上陸し、大雨の影響でカガヤン

デオロ川が氾濫、下流にある都市カガヤンデオロが甚大

な被害を受けた。 25日時点て37､424世帯182､377入

が避難していた。

　AMDAは台風26号緊急支援活動のため、既に同国ビ

リラン島に入っていた３入をカガヤンデオロに派遣する

ことを決定。２５田こ大続領府官房長官上級秘書であり

海軍予備役であるメルカド氏と協議のうえ、27目カガ

ヤンデオロ入りしたAMDAチームはフィリピン陸軍と合

流、翌日あまり支援が入っていない市内10ヵ所の避難

所に避難する宗族に食料物資を配布した。

＊備考:2017年11月27日、フィリピンのマラカニア

ン宮殿にてフィリピン大統領府とAMDAは、フィリピン、

日本、または他国における災害時の支援等を始めとする

協力協定を締結。今回のフィリピンにおける台風26号、

27号緊急支援活動もこの協力協定のもと実施した。
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・福井雪害緊急支援活動

◇実施場所　祐S丼県勝山市

◇実施期間　2018年２月８日～９日

◇派遣者　大西彰／調整員/AMDA本部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA、総社市職員

◇受益者　Ｏ人（医療ニーズない

◇事業内容

　北陸地方は振り続いた大雪の影響で、２月７日時点て

140センチを超える積雪を観測、昭和56年以来の雪害

に見舞われた。大雪のため流通が停止し、福井県勝山市

では除雪軍用の軽油不足が懸念される状況に、問市長は

総社市長に軽油供給支援を要請。それを受け、翌日、総

社市職員と一緒にAMDAは調整員一人を派遣した。

　当日朝、軽油を積んだタンクローリー１台と乗用車１

台が総社市を出発。通常であれば５時問強でたどり着く

が、この日は約８時間で勝山市役所に到着し、市長を訪

問した。市長より、「この大雪で、雪かきを終えても次の

日には同じぐらい積もってしまう。除雪車を10台所有し

ているが除雪が間に合わないことと、市内のガソリンス

タンドでも軽油・灯油がなくなりつつあったため、昨夜

の除雪は中止し今回の軽油が到着するのを待っていた」

との説明を受けた。その後、除雪車20台相応の軽油を

ガソリンスタンドに提供した。

　尚、AMDA職員は同市でけが人が出ていないこと、医

療ニーズはないことを確認した。
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■フィリピン・マヨン山噴火被災者医療支援

　活動

◇実施場所　フィリピン・アルバイ州

◇実施期間　2018年２月８日～12日

◇派遣者　西アニー／調整員／岡山倉敷フィリピーノ

サークル副代表

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA、AMDAフィリピン支部、ビコール大学、アル

バイ州医師会、フィリピン国家災害対策本部管轄の保健

所、AMSA（アジア医学生協議会）、AMSA Alumni （ア

ジア医学生連絡協議会卒業生部会）

◇受益者　266世帯1､071人

◇受益者の声

　「AMDAの医療チームが来て活動してくれて嬉しい」

◇事業内容

　フィリピン・ルソン島南部アルバイ州にあるマヨン山

が１月13日以降、活発な火山活動を繰り広げており、８

万8､490人が被災、53ヵ所の避難所に１万5095世帯、

５万6､555人が生活している（フィリピン国家災害対策

本部発表）。

　AMDAは２月８日、現地に調整員を派遣した。９日未

明AMDAフィリピン支部と合流後、翌日活動地となる

避難所となった高校に入った。今回の活動には、AMDA

及びAMDAフィリピン支部のほか、AMSAやAMSA

Alumni､地元にあるビコール大学医学生､現地ボランティ

ア等、計100人近くが参加。医師、看護師、薬剤師など

で構成される医療チームが避難所にいる266世帯1､071

人を対象に巡回診療を実施、長引く避難生活で病気にか

からないための予防教育も行った。さらに、避難所では

清潔な水を得ることが困難である等の状況をふまえ、食

糧と、バケツや石鹸等の物資配布もあわせて実施した。
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復興支援

・東日本大震災復興支援活動

● 幽 幽 幽 個 個 ● 一 一 ●

◇実施場所

　岩手県上閉伊郡大槌町、福島県双葉郡浪江町

◇実施期間　2011年３月12日～継続中

◇派遣者　AMDA本部職員含む延べ23人（2017年度）

◇受益者数　1､835人（2017年度）

◇現地協力団体　AMDA大槌健康サポートセンター、一

般社団法人Tsubomi、なみえ復興祭実行委員会、第15

回復興グルメＦ－１大会実行委員会、復興グルメＦ－１運

営委員会、NPO法人つどい

◇事業内容

　2011年３月11日にマグニチュード9.0の大地震が

発生し、津波による甚大な被害をもたらした東日本大震

災から７年が経過した。 AMDAは緊急医療支援活動とし

て2011年４月末までに延べ149人を派遣。その後も途

切れることなく復興支援事業を継続して実施、被災者の

方々と手を取り合って復興へ向けた着実な歩みを進めて

いる。

◆医療・健康支援

　岩手県大槌町で2011年12月からAMDA大槌健康サ

ポートセンターを開所以来、心身共に健康を目指した中

高年のための体操教室や地元の食材を使う郷土料理の教

室を続けている。近年では、ひょうたんランプの木工教

室、スカーフや小物を作るさをり織り教室、竹かごに布

を張る一閑張り教室などの手芸教室を開催し、地域の人

の心のよりどころとなり教室での対話が住民同士の支え

となるコミュニティの場になっている。

　また、2017年３月設立された一般社団法人Tsubomi

は、AMDAの委託事業として若い世代に向けた母と子の

ための教室事業を展開しており、人口減少による少なく

なった親子同士の交流の場としている。

◆生活・自立支援

　東日本大震災の被災地・福島県浪江町の町役場敷地内

で10月７日、地域活性化イベント「復興グルメＦ－１大

会」と「なみえ復興祭」が同時開催され、多くの住民で

にぎわった。「復興グルメＦ－１大会」は、被災他の商店

街から出品された自慢の逸品を来場者が味わい、投票で

N0.1を訣める催し。 15回目の開催で、同大会実行委員

会が主催、AMDAが協賛した。「なみえ復興祭」は、東

京電力福島第１原発事故で、全域が帰還困難区域となっ

ていた浪江町が2017年３月31日、一部で避難指示が

解除されたのを受けて企画。震災後、同町では初の復興

祭となった。
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　当日はグルメを販売する11のブースが並び、雨天に

もかかわらず午前10時の開会前には100入を超す行列

ができる盛況ぶり。約１時間後には「売り切れ」の張り

紙が相次いだ。当日900入獄上が来場した。

　AMDAはイベントを支援するため、ボランティアバス

を運行、前夜に岡山を出発した。参加者22入は10月７

日、各ブースに入って来傷者にグルメの購入を呼び掛け

た。翌８日は浪江町を巡るスタディーツアーを実施、そ

の後帰路についた。

◆教育支援

　東日本国際奨学金事業開始から７年間、医療従事者

を目指す学生を対象に返済義務のない奨学金を１人年間

18万円支給し､奨学生の進路を広げるチャンスとなった。
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岩手県立大槌高校２入への支給を最後に、この奨学金制

度は今年度をもち終了するが、今までに延べ315入、総

額5､670万円の奨学金を支給した。奨学金受給者の半数

以上が、既に社会に出て医療者として活躍している。

　また、岡山県立大学の学生と岡山県内の学生ボラン

ティア受け入れとして、岩手県大槌町内のコミュニティ

プレイスの清掃作業や町民との交流会の調整をし、学生

にとってボランティア体験を通じて地元の方との交流と

東口本の復興の様子を知る貴重な機会となった。

・ネパール地震復興支援活動「障がい者支援

　プロジェクト」

◇実施場所　ネパール・カトマンズ郡、ラリトプール郡、

バクタプール郡、ドラカ郡

◇実施期間　2015年６月～継続中

◇派遣者　西嶋望／理学療法士/AMDA委託（ネパー

ル在住）

◇受益者　93人（2017年度）

◇現地協力団体

　Center of lndependent Living Kathmandu （CIL

Kathmandu）

◇受益者の声

「AMDAの障がい者支援の事業のおかけで生活活動の範

囲が広がった。ありがとう｡」

◇事業内容

　2015年４月25日にネパール中部を震源とするマグ

ニチュード7.8の大地震が発生。さらに、５月12日には

マグニチュード7.3の余震が発生し、被害が拡大した。

AMDAは発生直後から開始した緊急医療支援活動に引き

続き、５月26日から復興支援活動を実施している。

　2017年４月から2018年３月まで第三期としてネパー

ル地震復興障がい者支援事業を継続。ネパール国内で調

達した車いす５台に加え、日本で使われなくなったもの

を整備し送られてきた14台を、カトマンズ郡及びほか

の被災地に住む障がい者に贈呈。また、自立生活に向け

たアドバイス、ピアカウンセリング、モバイルキャンプ

なども実施した。更に、防水シーツ、カテーテル、ポー

12　－sogo‘句o－/1がZ刈ﾀﾞﾅｰ六φ政ﾌ招季夏程が擢す詐前号譚

タブルトイレ、消毒液、カテーテル用ジェル、薬品等

福祉用具・衛生管理用品の支援も行った。

　障がい者の真の自立のためには障がい者本人、家族

だけではなく、近隣住民の障がいへの正しい理解と協力

が不可欠である。そのため、今期では「IDOBATA GAFU

Program」という、家の外で近隣住民と井戸端会議のよ

うに障がいについて気楽に語り合える場を意識的に作り

出し、専門家がその陽で語をすることで正しい理解と協

力の促進に努めた。

・熊本地震復興支援：益城町役場職員への

　鍼灸治療

◇実施場所　熊本県益城町

◇実施期間　2017年７月20口～継続中

◇派遣者　AMDA災害鍼灸熊本チーム５人

◇受益者　293人（2017年度）

◇受益者の声

「肩がすっきりし、気分がゆったりした。体調もすこぶる

良くなった｡」（受診者）

「復旧から復興に代わる過渡期なので、なるべく長く継続

してほしい｡」（益城町役場担当者）

◇事業内容

　熊本地震から２年余り。震度７の地震を２度も観測

した熊本県益城町で、AMDAは熊本鍼灸チームを中心に

益城町役場と協力し、役場職員の治療を実施している。

被災者でありながら復興事業に携わることで時間の経過

とともに心身は限界に追い込まれつつあることから、災

害鍼灸事業の一環として支える人を支えることを目的と

して2017年７月20日から開始。

　治療は非常勤を含めた役場職員を対象にAMDA災害

鍼灸熊本チーム５人が対応。毎月第2、第３木曜日の午

後に実施している。１日あたりの施術人数は15人。

災害鍼灸チームは、産業医、保健師、医療関係者による

益城町安全衛生委員会とも協力し、鍼灸治療の結果を共

有して包括的な健康支援を目指している。

｜
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Ｉ ＡＭＤＡハイチ地震復興支援

　｢無料歯科検診プロジェクト｣

◇実施場所　ハイチ・フォン＝デ＝ネゲル

◇実施日　2018年２月３日

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAハイチ支部

◇受益者　42人

◇受益者の声

｢素晴らしいプロジェクト。今後も継続してほしい｡｣

◇事業内容

　2010年１月のハイチ大地震以降、復興支援として毎

年恒例となったAMDAハイチ支部による無料歯科検診

プロジェクトも８回目の実施となった。今年も昨年同様、

フォン＝デ＝ネゲルにある救世軍運営の病院にて実施し

た。当日は地元フォンこデ＝ネグルをはじめ、地方から

の患者も多く足を運んだ。歯科医であるケビン・マック・

フレデリックAMDAハイチ支部長を始めとしたプロジェ

クトチームは、口腔のチェック、洗浄、歯の修復や抜歯

などの処置を施した。また患者達に歯の重要性について

説明、歯の健康を保つ上でのポイントを救示したところ、

患者達も大変満足した様子だった。

　診察の際、AMDAとAMDAハイチ支部に関する紹介

が行われた。 2010年から現在まで、AMDAハイチ支部

が歯科プロジェクト、コレラ対策、義肢支援、スポーツ

[甜瞑９刎卜命=疸

ＡＭＤＡ南海トラフ災害対応プラットフォーム

Ｉ ＡＭＤＡ南海トラフ災害対応プラットフォーム概要

◇実施場所　岡山県、香川県、徳島県、高知県

◇実施期間　通年実施

◇事業内容

　AMDAでは、近い将来の発生が予想される南海トラ

フ巨大地震に備えて、発生時に迅速な支援活動を行うた

め事前の対応準備を進めている。南海トラフ巨大地震が

交流などのプロジェ

クトを行ってきたこ

とに触れ、2010年

12月のコレラ対策緊

急救援、2016年10

月のハリケーン被害

に対する緊急救援に

ついても強調した。

　終了後、患者から

今後も同プロジェク

トの継続を望む声が

あった。「これが都市

部のみならず、地方

でも毎年行われればこの上ない」との感想も聞かれた。

事実、地方では、歯の衛生に聞する知識が十分でなく、

歯科検診に聞する基本的な知識が欠知している。今回地

方より参加した人たちは、口腔の衛生に聞する意識を改

め、より頻繁に歯科検診に通いたいと話した。また、地

元フォン＝デ＝ネグル在住の女性は、今回でこの検診を

受けるのは四回目であり、「毎回満足している」とのこと

だった。

　AMDAハイチ支部のケビン・マック・フレデリック支

部長は、「このような喜びの声を聞くことができたのは嬉

しい限り」と述べ、定着しつつあるこのプロジェクトに

確かな手ごたえを感じている様子だった。

発生した場合には、孤立しやすい四国の徳島県・高知県

10か所の避難所に支援へ入る事をすでに決定している。

連携協定を結んでいる自治体や医療機関、経済団体と緊

　【訪問先】

日程 訪問先

4/10

4/25

4/26

4/28

5/15

5/17

5/24

7/6

7/12

7/14

7/26

9/5

9/26

9/27

2/16

3/9

3/28

佐世保海上自衛隊訪問

笠岡渡船訪問

くろしお病院、天理教高知人教会、内田脳神

経外科訪問

丸亀市危機管理課訪問

ムネ製薬連携協定

サンテペアーレ訪問

岡村一心堂病院訪問

備前市訪問

美波病院、内田脳神経外科訪問

澗南病院訪問

海南病院訪問

落合ガソリン（道満石油店）訪問

明石リハビリテーション訪問

岡山セコム訪問

アイ薬局移動調剤車お披露目　同席

十字屋グループ　訪問

高知県協議会
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密に連携し医薬品や食糧の事前備蓄、支援に駆けつける

医療機関と支援に入る徳島県・高知県の自治体との事前

マッチング、事前交流などを進め、円滑に支援活動を行

　【訓練】

うため準備している。

　2017年度では、他団体主催の訓練にも参加、互いの

活動を通じ学ぶことも多かった。

日程 訓練名 活動内容

6/24

9/3

11/4

11/18

12/16

1/20

南海レスキュー29参加

岡山市、備前市防災訓練参加

美波町自主防災訓練参加

AMDAシミュレーション実施

徳島県南部訓練参加

四国DMAT訓練参加

・南海トラフ地震を想定した陸上自衛隊演習訓練「南海レスキュー」の

　医療訓練の一部である人員空輸訓練に参加。

・ホウエツ病院ヘリポー卜発着う高知県須崎市ヘリポート着陸う高知県

　黒潮町拳ノ川小学校校庭ヘリ着陸。

・岡山県岡山市東区西大寺の緑花公園にて岡山県の総合防災訓練（パネル展示）。

・岡山県備前市の防災訓練が備前市総合運動公園で開催（パネル展示と講演）。

・日和佐中学校の体育館で自主防災組織の避難所設営訓練（パネル展示）。

・輸送と通信のシミュレーション、総社市を起点に徳島県にバスで移動し

　美馬市でレンタカーに東換えて各避難所の自治体まで移動。

・高知県へは総社市からタクシーとレンタカーで各避難所の自治体まで瀬戸

　大橋としまなみ海道の２ルートに分かれて移動。

　総社市-う美馬市／阿波市⇒阿南市、美波町、牟岐町、海両肘

　総社市-y高知市、須崎市、黒潮町

・徳島県那賀町で実施された徳島県南部園域防災訓練に参加（パネル展示）。

・参加医療機関:倉敷成人病センター、赤穂中央病院、はくほう会セントラ

　ル病院、倉敷平成病院

【事前交流】

日程 訪問先 活動内容

11/2

12/22

高知市

美波町

・岡山東部脳神経外科より高知市と内田グループ

　岡山東部脳神経外科病院（3人）、AMDA（5人）

・倉敷中央病院より赤松防災拠点施設、美波町役場、美波病院等訪問倉敷

　中央病院（3人）、AMDA（3人）

・第４回災害鍼灸チーム育成プログラム

◇実施場所　岡山国際交流センター

◇開催日　2017年７月22日、23日

◇主な参加者・団体　教育関係者、鍼灸師など

◇参加者数　28人

◇事業内容

　災害鍼灸チームの「第４回育成プログラム」（AMDA

主催）が７月22日、23日、岡山市北区の岡山国際交流

センターで開かれ、全国から参力日した鍼灸師らが有事の

際の円滑な鍼灸活動の意義、ノウハウなど学んだ。

　初日の22日は講師を務めた３人、１団体が講演。

AMDA災害鍼灸ネットワーク代表世話人で、帝京平成大

学の今井賢治教授は災害時の避難所等での鍼灸活動に

ついて説明した。続けて熊本地震発生以降、実際に避難

所で鍼灸活動を行っているAMDA熊本鍼灸チームの３

人が活動内容を報告、「鍼灸は心の健康に尽力できる素

晴らしい仕事だとあらためて感じた。患者とともに苦し

み、感情を分かち合う気持ちを大切にしたい」と話った。
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AMDA大槌健康サポートセンター長である佐々木賀奈子

鍼灸師は、東日本大震災で津波にのみ込まれ、奇跡的に

助かったご白身の経験を話ったうえで、「生かされたから

こそ、何かをしなければ、と懸命に生きてきた。患者の

目線で考えることが災害鍼灸の原点と思う」とご自身の

鍼灸活動について報告した。高橋徳氏（AMDA災害鍼灸

ネットワーク世話人、クリニック徳院長）は、米国での



鍼灸と西洋医学の双方の視点から研究する「統合医療」

の専門家について紹介、医師はより患者の自然治権力を

信じ、信頼関係の構築に努める必要があることを詰った。

　２日日目は難波妙AMDA理事より緊急医療支援活動の

中の鍼灸の役割と今後の展望について話した後、災害時

における鍼灸治療について、過誤を防ぐためにはどのよ

うな点に気を付けたらいいか、参加者の方々とともに活

発なディスカッションが行われた。

・第４回ＡＭＤＡ南海トラフ災害対応

　プラットフォーム調整会議

◇実施場所　岡山国際交流センター

◇開催日　2017年７月23目

◇主な参加者・団体　中四国の自治体職員、医療機関関

係者、企業関係者など

◇参加者　約300人

◇事業内容

　AMDAは７月23日、南海トラフ地震の支援体制や取

り組みを探る第４回調整会議を岡山市内で関催した。連

携する中四国の自治体や経済団体、医療機関などから約

300人が出席。片岡聡一・総社市長は「他県からの避難

者の生活を支援する新たな条例を検討したい」と意欲を

示した。松田久・岡山経済同友会代表幹事は、民回業者

の在庫を優先的に避難所に送る「流通備蓄」の手法を紹

介。友官武則・赤磐市長は「AMDAの相互扶助の精神を

学び、成熟した自治体を目指す」と述べた。

　その後、熊本地震発生時の避難所運営と題し、熊本県

益城町の職員が当時の避難所での様子を写真等を使用し

て報告、「自身が感じた危機感や経験を伝えることが恩

返しだと思っている」と語った。そしてAMDA災害鍼灸

チームからも東日本大震災等災害時の鍼灸の役割、そし

て熊本地震の際には救護室にて活動を実施したことによ

り、医療との連携がうまく取れたことについて説明、更

に避難所での環境や被災のストレスによる肩こりの症状

を鍼治療にて緩和できたことなどを報告した。

　最後に、南海トラフ災害に対して準備を進めるAMDA

南海トラフ災害対応プラットフォーム運営委員会委員長

並びにAMDA職員による食糧備蓄や宿舎確保等の進捗

状況、緊急輸送合同訓練の実施状況の説明をした。

Ｉ ＡＭＤＡ被災地間交流フォーラム

◇実施場所　山陽老人福祉センター（岡山県赤磐市下市）

◇開催日　2018年２月18日

◇主な参加者・団体　友賓武則赤磐市長、田原隆雄備前

市長、片岡聡一総社市長、松田久岡山経済同友会代表幹

事、東北三陸沿岸商店街10人、高知・徳島県の行政関

係者３人

◇参加者数　80人

◇事業内容

　東北三陸沿岸復興支援と南海トラフ地震の備えを話し

合うAMDA主催の「第４回被災他聞交流フォーラム」（赤

磐市、赤磐市社会福祉協議会後援）が２月18目、同市

下市の山陽老人福祉センターで開かれ、「災害時に岡山

が果たす役割」について活発な討議が行われた。

　岡山経済同友会の松田久代表幹事が「災害時の支援拠

点・岡山」と題して講演。 AMDAと連携協定を結んでい

る赤磐、備前、総社市、和気町、丸亀市の各首長が“ひ

とことアピール（メッセージを含む）”を発表した。

　宮城県気仙沼南町紫神社前商店街事務局長の坂本正

人氏は「地域の復興の現状」について述べ、高知県黒潮

町職員の友永公生氏は「事前復興の視点から考える地域

振興」と題して話した。 AMDA職員から南海トラフ災害

対応ブラッドフォームの取り組みについての説明もあっ

た。フリーディスカションでは、AMDAグループの菅波

茂代表が司会を務め、出席者からは「国の補助金制度

は被災他の実情に合わせて変更して欲しい」「万一の時、

底力となるのが住民同士のコミュニティー」といった声

が聞かれた。
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・モンゴル・ガンダン寺院「平和祈願祭」

◇実施場所　モンゴル仏教総本山ガンダン寺院

◇実施日　2017年９月３日

◇派遣者　菅波茂/AMDAグループ代表、難波妙/

AMDA GPSP支援局長、矢部賢次/AMDAボランティ

ア、矢部朝子/AMDAボランティア

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA本部職員・ボランティア、宗教法人大本、が

ンダン寺院

◇受益者数　41人

◇事業内容

　モンゴル仏教総本山ガンダン寺院で９月３日、GPSP

医療と魂のプログラム「平和祈願祭」が行われた。

　モンゴルではハルハ河戦争（ノモンハン事件）で、

多くの尊い命が失われている。二度と悲惨な歴史を繰

切端

Ｉ ＡＭＤＡの集いin関西

◇実施場所　毎日新聞社神戸支局セミナーホール

◇開催日　2017年７月１日

◇参加者・団体　AMDA、AMDA兵庫、神戸市民ら合計

　42人

◇事業内容

　AMDAとAMDA兵庫共催の「AMDAの集いin関西」

が７月１目、神戸市内で初めて開かれ、「南海トラフ地

震と国内外の大規模災害に備えた取り組み」と題して講

演や市民との意見交換を行った。

　AMDA緊急救援ネットワークに登録している押谷晴美

16 －5卯ｒかか－jがZ刈ゾヂーブ万政ﾌ招す蒼海が擢今次廠倣淳

り返さないよう、2008年から毎年開催し、今年で10

年目を迎えた。

　今回はガンダン寺院、宗教法人大本の方々やAMDA

ボランティアも参加し、多くの人たちのために力を尽

くしていくことを参力日者一同、心に誓った。

　GPSPは「世界平和パートナーシップ」の略。医療

と魂のプログラムは、第二次世界大戦の犠牲者には宗

教者による慰霊祭を、家族にはAMDAの医療サービス

を提供する宗教者とAMDAの合同事業。宗教者は自費

参加している。

看護師が地震被害のあった熊本県やネパール、ハリケー

ン被害のあったハイチでの活動を紹介。ローカルイニシ

アチブ（現地主導）や、自ら体験することの大切さを強

調した。その後、AMDA本部職員より南海トラフ地震へ

の準備状況を、そして江口貴博AMDA兵庫理事長より

これまでのAMDA兵庫の取り組みを紹介した。

　続く質疑応答では、参加者より「AMDAの活動をもっ

とPRしてほしい」との要望があり、主催者側も「もっ

と顔と顔が見える関係を築きたい」と答えるなど活発な

意見交換を行った。

Ｉ岡山県立大学大学院「災害医療援助特論」

　公開講座

◇実施場所　岡山国際交流センター

◇開催日　2017年９月10日

◇主な参加者・団体　岡山県立大学大学院生、徳島県美

波町職員、AMDA中高校生会、一般市民ら約80人

◇事業内容

　岡山県立大学大学院が主催、AMDAが協力する第14

回セミナー「災害医療援助持論」公開講座が９月10目、

岡山市北区の国際交流センターで聞かれた。

　AMDA職員が南海トラフ地震の想定規模や事前準備、

訓練の内容などを説明。続いて、AMDAと災害連携協定

を結んでいる徳島県美波町職員の浜人吾郎氏が「住民主

体の事前復興まちづくり」と題して講演した。
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　南海トラフ地震発生時、同町人口の３剖が犠牲になる

というデータ（徳島県発表）に加え、就職や結婚を機に

若者が同町を転出する“震災前過疎”の深刻化の事態を

受け、浜氏は「大好きな郷土をどう次世代に伝えていく

か」をコンセプトにした、全国でも珍しい“事前復興ま

ちづくり”の取り組みを実施している、と話した。

　AMDA中学高校生会のメンバー４人は「日本の将来を

担う若者は防災から目をそむけてはならない。災害の際

は相互扶助の精神で乗り越えたい」と呼びかけた。

Ｉ第１回ＡＭＤＡ・赤磐市防災国際フォーラム

◇開催場所　赤磐市・桜が丘いきいき交流センター

◇開催日　2017年11月19目

◇参加者・団体　友官武則赤磐市長、赤磐市職員、

AMDA中学高校生会、一般市民

◇参加者数　約60人

◇事業内容

　AMDAと岡山県赤磐市共催の「防災国際フォーラム」

が11月19日、赤磐市内の桜が丘いきいき交流センター

で開かれ、近い将来、発生が懸念される南海トラフ地震

やスリランカでの平和構築プログラムなどをテーマに議

論を交わした。

　AMDAと赤磐市が締結している災害時の連携協力協定

に基づき、初めて企画した催し。

　フォーラムでは、AMDAゲループの菅波茂代表と赤磐

市の友官武則市長が対談。菅波代表が「災害支援には

事前交流によるコミュニケーションづくりが大切になる」

として大きな被災が想定される高知、徳島県などと赤磐

市の住民同士が“踊り”で触れ合うイベントの開催を提

案。友貴市長も前向きな検討を約束した。

　スリランカでのプログラムに参加した４人を含む、

AMDA中学高校生会の代表６人は、中高生会の活動の説

明及びスリランカ紛争後の復興支援活動の取り組みにつ

いて紹介。スリランカの若者と交流した感想として「共

通言語は英語でなぐ笑顔”」「世界平和の夢に向かって

挑戦したい」と述べた。

・第２回ＡＭＤＡインターナショナル

　アジア地域支部長会議

◇実施場所　マレーシア・クアラルンプール

◇開催日　2018年１月27日、28目

◇参加者・団体　一般財団法人国際貢献医療プラット

フォーム、NPO法人ジャパン・プラットホーム、台湾衛

生省より参加の台湾IHA、特定非営利活動法人TICO、

NPO法人TMAT、独立行政法人国立病院機構福山医療

センター、ベトナム国防省175軍病院、モンゴル103

救急サービス（五十音順）松本慈寛医師（北里大学病院

麻酔科学教室助教）、アーウィン・フェラー講師（マネー

ジメント科学大学／マレーシア）

AMSA（アジア医学生連絡協議会）、AMSA卒業生部会、

AMSA lntemationa1、AMSA日本、AMDA海外支部長及

びAMDA関係者、菅波茂／医師/AMDAグループ代表、

難波妙/AMDA GPSP支援局長、岩本智子/AMDA本部

職員、橋本千秋/AMDA本部職員、アルチャナ・シュ

レスタ・ジョシ/AMDA本部職員、山崎希/AMDA職

員

◇参加者数　14か国より46人

◇事業内容

　第２回AMDAインターナショナル・アジア地域支部

長会議が2018年１月27日から２日間にわたり行われ、

AMDA支部長に加え、AMDAパートナー団体からの参加

もあった。同会議で新たに発表された「世界災害医療プ
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「

ラットフォーム」構想は、アジアで頻発する災害に対し、

国連／国際機関・政府／軍・NGO/NPO ・大学・企業

との連携を強化し、効果的な災害支援を行うための取り

組みで、AMDAグループ苛波茂代表は参加者へ協力を呼

びかけた。

　AMDAでは「聞かれた相互扶助」「パートナーシップ」

「ローカルイニシアチブ」のコンセプトのもと行う活動を

ﾂﾞ争f可9j7＝ぺ習沙７

・インド　ブッダガヤ

　ＡＭＤＡピース・クリニック

◇実施場所　インド・ビハール州ブッダガヤ

◇実施期間　2009年11月～継続中

◇派遣者　菅波茂／医師/AMDAグループ代表、難波

妙／調整員/AMDA GPSP支援局長、ニッティヤン・

ヴィーラヴァーゲ／調整員/AMDAインターナショナ

ル事務局長、岩本智子／看護師（米国資格）・調整員/

AMDA本部職員

◇現地事業チーム構成

　看護スタッフ１人､補助具２人､訪問の産婦人科医１人、

臨床検査技師１人

◇受益者数　343人（2017年度延べ人数）

◇受益者の声

「AMDAピースクリニックに妊娠中の私を支えてもらった

おかけで、元気な双子を授かりました。今は私が他の妊

婦さんにAMDAピースクリニックを紹介しています｡」

◇現地協力団体　主にAMDAピースクリニックとSAIJO

INARISAN BODAIISSHINJI BODHGAYA が運営

◇事業内容

　2009年11月にインド最貧州ビハール州ブッダガヤ

でアユルヴェーダクリニックとして開院したAMDAピー

スクリニック（APC）は地域のニーズに対応するため、

18　－sogo‘句o－jがZ刈ジナーナル2国８卒遭万猷伊卒苛疾倣譚

平和構築・健康増進・教育支援・生活支援の４分野に

分けている。この４分野の活動をパートナー団体と協力

して行い、「聞かれた相互扶助」のコンセプトを世界に

広めることで多後肢の共存、すなわち平和の実現に寄与

する取り組みを「相互扶助ミッション」と名付けている。

会議の最後には、「相互扶助ミッション」を進めていく宣

言を全会一致で採択し、署名をした。

2014年より地域の妊婦を対象とした母子保健サービス

を提供している。ブッダガヤは仏教の聖地として知られ、

世界遺産の大仏塔を中心に各国の寺院が立ち並んでい

る。一方、小さな通りに入ると、溝にたまるゴミによる

悪臭が立ち込める中、ヤギや鶏などの家畜が混在する小

道を、小さな子どもたちが下着を付けず裸足で駆け回る

様子は、よく見るブッダガヤの風景である。

　APCは貧困の中でもたくましく生活する妊婦と赤ちゃ

んを応援するため、主に現地看護スタッフによる家庭訪

問、地元医師による妊婦健診、健康教室開催の３つの

活動を実施している。家庭訪問では、妊婦健診参加への

呼びかけ、生活指導、妊婦の悩み相談など保健活動を中

心に行っている。また、月２回の妊婦健診は地元産婦人

科医と臨床検査技師にご協力いただき、受診１回につき

20ルピー（約35円）の自己負担でサービスを提供し

ている。必要な方には、通常900ルピー（約1､500円）

かかる血液検査や、鉄剤、総合ビタミン剤、カルシウム、

プロテインなどサプリメントを中心とした薬の提供を無

料で行っている。加えて、週１回妊婦を対象に健康教室

を問いている。これは、出産を控えた妊婦と出産を終え

た獅婦に白身や家族の健康を守るのに必要最低限の知識

をつけてもらうことを目的としている。健康教室後には、

妊産婦に栄養をつけてもらうため、地元で手に入る安価

な食材を使用した、家でも作れる料理を提供している。



Ｉパキスタン家庭健康教育プログラム

◇実施場所　パキスタン・タッタ県サクプール地区ミル

プール・サクロ

◇実施期間　2014年６月～2017年12月

◇派遣者　菅波茂／医師/AMDAグループ代表、岩本

智子／看護師（米国資格）・調整員/AMDA本部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAヽNRSP（National RuraI SuPport Programme）ヽ

茅ケ崎中央ロータリークラブ

◇受益者数　654人（2017年４月～12月）

◇受益者の声

「健康に関する知識が向上したのはもちろんのこと、私た

ちのようにプログラムを受講した未婚女性から家族に学

んだ内容を伝えたり、プログラムを受講していなかった

少女たちに健康に関する知識を広めている｡」

◇事業内容

　2014年６月に茅ケ崎中央ロータリークラブ、パキス

タン現地協力団体NRSP、AMDAの三者が協力してパキ

スタンの農村部に住む未婚女性を対象に健康教育を行う

という内容で調印。その後「未婚女性が健康に関する知

識を身に着けることにより、自身と家族の健康を守るこ

と」を目的とする、衛生観念、月経時の衛生管理、健康

と栄養、予防接種、ポリオ、応急処置、新生児ケア、出

産準備、母乳育児、宗族計画を含む健康教育プログラム

を実施してきた。３年半が経過した2017年12月、つ

いにこのプログラムの受講者目標1､400人を達成し、当

プログラムが完了した。この３年半の回に合計1､442人

の未婚女性がプログラムを受講、内1､194人が授業の後

に行ったテストに合格した。

　12月15日にはプログラム完了に伴い、パキスタン家

庭健康教育プログラム優秀賞授与式を回催。在カラチ日

本国総領事館磯村利和総領事、パキスタンポリオ・プラ

ス委員会アジス・メモン委員長をはじめ合計48人が参

加し、プログラム期間内での優秀者を称えた。茅ケ崎中

夫ロータリークラブ、NRSPとAMDAから当プログラム

で優秀講師６人及び優秀受講者20人に対して賞状､盾、

記念品を贈呈した。

　また、12月にAMDAが現地を訪問した際、受講した

未婚女性が「学んだ知識を実生活で実践し、得た知識を

家族や兄弟にも広めている」と話していたが、未婚女性

のみならず家族や村へも当プログラムの影響が広がって

いる様子が見られた。プログラム内で飲料可能な井戸水、

不可能な井戸水について伝えた後、ある村では、飲料可

能な水が出る井戸には青、飲料不可能な水が出る井戸は

赤に色分けし、一目でわかるように工夫をしていた。

　にの３年半、識字率O％の未婚女性たちのゲループが

参力目するため講義に工夫が必要だった状況、講義を途中

で止める講師が出たことなど､いくつか困難な場面もあっ

たが、プログラムは無事完了した。今後、当プログラム

に受講した未婚女性が母親になった時、『このプログラ

ムで学んでよかった』という知らせが届くことを期待し

ている」とAMDA担当者は語った。

　12月で当プログラムは完了となるが、NRSPが既に別

プログラムとして同カリキュラム教育によるプロジェク

トを開始している。

・カンボジア健康啓発事業

◇実施場所　カンボジア・トボンクムン州、コンポンス

プー州プノム・スロッチ地区

◇実施期間　2005年８月～継続中（HIV/エイズプロ

ジェクト）、2015年７月～継続中（サッカークラブ活動）

◇現地事業チーム構成　AMDAカンボジア支部

◇受益者　約300人（HIV/エイズプロジェクト）、10

人（サッカークラブ員）

◇事業内容

　AMDAカンボジア支部は､「HIV/エイズプロジェクト」

及び「サッカークラブ活動」の２つのプロジェクトを実

施した。

◆HIV/エイズプロジェクト

　通年同様、AMDAカンボジア支部は、HIV/エイズ・

性感染症の基礎知識普及のため資料及びＴシャツを作成
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するほか、「90.90.90」＊の数値目標をキャンペーンテー

マとして掲げ、世界エイズデーのイベントが開催される

トボンクムン州保健局と協力して「世界エイズデー」イ

ベントを実施した。州保健局、地方保健局、地方自治体、

ボランティア、学校の先生、学生ら約300人にもなる参

加者は、HIV/エイズ啓発のため開催地を行進した後、

州保健局本局にて、音楽等を楽しみ、キャンベーンテー

マについて各々意見交換を行った。

＊「90.90.90」とは

　　－2020年までにHIVと共に生きる人の90％が病院

　　で診断を受ける。

　　－2020年までにHIV/エイズと診断された人の

Ｆ，　　　　　　　　　　．．　－－　　．
　二　　▼　　　　　　　¨　　　二

・ルワンダ小児医療・学校保健

◇実施場所　ルワンダ・キガリ州及びギクンビ地区

◇実施期間　2017年９月２日～10日

◇派遣者　頼藤貴志／医師／岡山犬学犬学院環境生命

料学研究料准敦授、中村信／医師／国立病院機構岡山医

療センター新生見料医長、福井花央／医師／同センター

産婦人科

◇受益者　1､049人

◇事業内容

　学校健診の普及を目指し９月２日から10目まで、目

本の医師３人がルワンダを訪れ、首都キガリのウムチョ

ムイーザ学園とキバガバガ小学校の２校、そしてミヨベ

幼児期児童発達センターで学校健診を行った。昨年は１

校のみの活動だったが、今年はルワンダ行政の依頼を受

け３ヵ所での活動となった。

　また、地域行政や学校関係者、保護者に学校健診の知

識を伝えることで、疾患の早期発見の必要性の理解、早

20－s昭o’句o一対瓜4ジャープソか政万ざ胆ぞ擢願印無力駆首譚

　　90％が抗レトロウイルス療法による治療を受ける。

　　－2020年までに治療を受けている人の90％がウイ

　　ルス量を完全に抑制される。

◆AMDAカンボジア・サッカークラブ活動

　AMDAカンボジア・サッカークラブは、隔週で練習を

行い、毎月他クラブとも試合を行っている。また、今年

度はコンポンスプー州プノム・スロッチ地区にある、以

前AMDAのプロジェクトで建設されたカンボジア日本友

好小学校でサッカーチームを新たに設立した。カンボジ

ア国内にてスポーツの向上を図り、若者にスポーツヘの

更なる参加を呼びかけることで、彼らが薬物依存や犯罪、

暴力に走らぬよう阻止することを目的としている。

期に治療に結びつくよう理解を促した。現在長崎大学大

学院留学中のカリオペ医師含む、ルワンダ人医師２人も

加わり、学校健診の必要性や健診項目、健診内容を説明、

1､000人以上の健診を実施した。

　この活動は岡山県の2017年度国際貢献ローカルトウ

ローカル技術移転事業(専門家派遣)の助成を受けている。

Ｉモンゴル・医療セミナー

◇実施場所　モンゴル・ウランバートル

◇実施期間　2017年９月７日～17日

　　　　　　2018年３月15日～26日

◇派遣者　佐藤拓史／医師／東亜大学医療学部教授、モ

ンゴル国立医科大学招聘教授、難波妙／調整員/AMDA

GPSP支援局長

◇主な参加者・団体　ウランバートルエマージェンシー

サービス103、モンゴル国立医科大学内規鏡チーム、日

本モンゴル友好病院、ファミリーホスピタル、AMDAモン

ゴル支部、AMSAモンゴル学生、AMSAモンゴル卒業生

◇事業内容

　AMDAは協力協定を結んでいるウランバートルエマー

ジェンシーサービス103とモンゴル国立医科大学に、救

急の外傷の診断方法や初期治療、内規鏡を専門とする佐

藤拓史医師を派遣、講演や研修を実施した。

◆救急医療研修

　９月９日と10日の２日間、ウランバートルエマージェ

ンシーサービス103では救急医療に間するセミナーを実

施、ウランバートル市保健局所属の20医療機関から幹

部ら約100人の救命医が参加した。外傷治療について

の説明や胸腹部超音波診断の実技などを含めた指導に加

え、救急車に現地の医療チームと共に同乗しての実地研

修も実施した。

◆内視鏡研修

　９月11日、12日、モンゴル国立医科大学内祝鏡チー
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ムに内規鏡治療や診断技術の指導を行った。 2018年に開

院する日本モンゴル教育病院に内視鏡センターが開設さ

れることもあり、「佐藤先生から学ぶ技術は大変重要なの

で、出来れば毎月でも来てほしい」と研修の必要性と継

続を熱望された。

　その結果翌年３月には同大学招聘教授として佐藤医師

は再度内祝鏡研修を実施した。日本で行われている最新

の内祝鏡検査と治療についての講義など連日実施、最終

回の講義で「なぜ僕らは内規鏡の技術を身に付けること

を志すのかよく考えてほしい。命を教うための技術である

ことを心にとめておいてほしい」と語った。

◆ダンバダルジア地区・超音波検査

　９月13日、日本モンゴル友好病院と周辺地域のファ

ミリーホスピタル合同で、同病院近隣に住む３件を訪問、

佐藤医師は腹部に異常のある方４人に超音波検査を実施

した。AMDAモンゴル支部長も同行し、佐藤医師の確か

な診断技術から多くの事を学んだと感嘆した。

◆AMSAモンゴル学生への講演

　佐藤医師は、９月８日、モンゴル国立医科大学におい

てAMSAモンゴルの学生たち16人に白身のこれまでの

海外での医療支援活動について講演、学生たちに医療

の届かない人たちが未だ多くいる中で医師としての役割

を果たす大切さを訴えた。講演終了後には、実際に海外

でのボランティア参加を申し出る学生もあり、学生たち

の医癈人としてのモチベーションを高める貴重な機会と

なった。

Ｉネパール医師研修受け入れ

　(2017年度岡山県国際貢献ローカル・トゥ・ロー

　カル技術移転事業)

◇実施場所　岡山済圭介総合病院

◇実施期間　2017年８月25目～11月20日

◇招へい者　ブダトォキ・ビマラ／医師／ネパール・

AMDAダマック病院

◇事業内容

　ネパール・AMDAダマック病院より産婦人科医である

ブダトォキ・ビマラ医師が岡山県の2017年度国際貢献

ローカル・トウ・ローカル技術移転事業の補助を受け８

月末に末岡。日本語研修のあと、９月４日より11月15

日まで岡山済生会総合病院にて腹腔鏡手術を中心に学ん

だ。

　AMDAダマック病院には産科及び婦人科の患者が多

く訪れ、2016年には全子宮摘出や子宮筋腫摘出、帝王

切開等3､527件の手術を行っているが、主に開腹術であ

るため、傷口が大きく回復に時間がかかる。一方、腹腔

鏡手術の場合は傷口も小さいため回復が早い。入院期回

も短縮することができ、患者や患者の家族などの生活や

経済的な負担も少なくなることが期待できる。さらに、

AMDAダマック病院は、年々増加傾向にある患者数に対

し、患者の体の負担がより少なく、入院日数が少ない腹

腔鏡手術での対応と必要となってくること等から、産婦

人科医として豊富な経験を持つビマラ医師が研修を受け

ることとなった。

　９月より２か月以上岡山済生会総合病院にて、腹腔鏡

手術だけでなく、開腹手術含む婦人科外科手術にアシス

タントまたは執刀という形で携わった。 AMDA事務所を

訪問したビマラ医師は、「岡山での研修はAMDAの皆さ

んのおかけで実現した。感謝しています」と自筆で書い

たメッセージを読み上げた後、「目本の医療技術は機器

を含め素晴らしかった。ネパールで生かしたい」と抱負

を述べた。

・ネパール内視鏡技術研修事業

◇実施場所　ネパール・ジャパ郡ダマック市

◇実施期間　2018年２月22日～３月５日

◇派遣者　佐藤拓史／医師／東亜大学医療学部教授、モ

ンゴル国立医科大学招聘教授、難波妙／調整員/AMDA

GPSP支援局長、アルチャナ・シュレスタ・ジョシ／調

整員/AMDA本部職員

◇主な参加者　ディワス・ラズ・ボホラ医師（AMDAダ

マック病院内科医）

◇事業内容

　２月23日より３月４日までの日程で、ネパールにて
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佐藤拓史医師による内祝鏡技術研修が実施された。

　今回主に研修を受けるのは同病院で内祝鏡を担当する

ディワス医師、2015年４月のネパール地震で甚大な被

害を受けたシンドウパルチョック市での緊急医療支援活

動で、内規鏡の専門家である佐藤医師に出会い、2016

年８月から岡山済生会総合病院において岡山県海外技術

研修員として約３ヵ月間の内視鏡治療に間する研修を終

了している。

　今回の研修は、内視鏡がまだまだ普及していないダ

マック市において内視鏡の技術向上を目指し、上部消化

管内祝鏡検査の技術的指導、病変の診断等についてディ

ワス医師含む、AMDAダマック病院医師らは佐藤医師の

指導を受けた。この期間中、食道静脈瘤、消化管出血の

疑い、心窓部痛等で20歳から75歳までの22入の患者

に内視鏡を施行した。

　ディワス医師が済生会総合病院での研修を終え帰国し

てから８ヵ月後、AMDAダマック病院がAMDA本部の

支援で内視鏡を導入。それから３ヵ月、間近で常にディ

ワス医師の内規鏡検査の補助をしていた看護師は、今回

の研修でディワス医師の技術の確実な進歩を目の当たり

にし感動していた。また、日本からの内祝鏡医師の訪問

を知った患者の数は日増しに増え今回の研修期間には内

規鏡を受けることのできない方も多く、ぜひ来年も来て

直接治療をして欲しいとの要望が多く寄せられた。

　佐藤医師は、「ダマックには内祝鏡検査と治療が十分

に出来る医師はいまだにおらず、ダマック病院のディワ

ス医師が独り立ちできるようになることが大変重要だと

痛感した。これはAMDAダマック病院のスタッフや地域

住民の皆さんが望んでいることでもある」と継続的教育

の重要性を訴えた。
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Ｉインドネシア口唇口蓋裂無料手術プロジェクト

◇実施場所　インドネシア・バンタヤン地区

◇実施期間　2017年５月８目～10日

◇派遣者　ニッティヤン・ヴィーラヴァーゲ／調整員/

AMDAインターナショナル事務局長

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA本部職員、AMDAインドネシア支部、台湾IHA

(台湾国際医療支援チーム)、マカッサルセレベス・クレ

フトセンター

◇受益者　23人

◇受益者の声

｢(手術を受けた)当人や子供達の人生に大きな転機をも

たらしてくれた。心から感謝したい｡｣

◇事業内容

　今回で３度目となる□唇□蓋裂無料手術が2017年５

月8、9日、インドネシアのスラウェシ島南部バンタヤ

ン地区で行われた。毎年既倒となったこのプロジェクト

は、長い問共に活動してきた台湾IHA(台湾国際医療支

援チーム)と実施している。

　今回の活動は、AMDAインドネシア支部が選出したバ
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ンタヤン総合病院で実施。台湾から医師３人を含めた医

療チーム11人、AMDA本部から調整員１人、さらに現

地ではマカッサルのセレベス・クレフトセンター（CCO

から19人（外科医５人、麻酔医４人、看護師10人）

が参加した。

　５月８日朝から手術希望者全員のスクリーニングが行

われ、対象者を８日と９日の手術日程に分け、合計23

人の患者の手術が朝から夜遅くまで行われた。

　翌日である10日には、地元の知事が謝恩会を開催、

知事とバンタヤン総合病院長は謝意を表し、AMDAイン

ドネシア支部長及び手術を受けた本人や家族からも参加

者たちに感謝の言葉を贈った。

　また、前年に手術を受けた患者の写真も紹介され、多



くの人々が自信を取り戻し、幸せな生活を送っていると

報告もあった。

・モンゴル国視能訓練技術移転プラン事業

◇実施場所　モンゴル・ウブルハンガイ県ゲチンウス村

◇実施日　2017年９月１日

◇派遣者　高崎裕子／川崎医療福祉大学感覚矯正学科

教授、守田好江／日本視能訓練士協会顧問、菅波茂／医

師/AMDAグループ代表､難波妙AMDA GPSP支援局長、

矢部賢次、矢部朝子/AMDAボランティア

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA本部職員・ボランティア、川崎医療福祉大学感

覚矯正学科、人類愛善会モンゴルセンター、モンゴル眼

科協会AMDAモンゴル、AMSAモンゴル、AMSAモン

ゴル卒業生

◇受益者数　113人

◇事業内容

　AMDAは、モンゴルで2008年以来、眼科を通じた医

療支援活動を行っており、2012年からは毎年、子ども

の目の健康を守るために、首都ウランバートル市内や郊

外での眼科健診を行ってきた。また同時に就学前子ども

の眼科健診を制度化することの重要性を関係各方面に訴

え続けてきた。

　今年度も人類愛善会モンゴルセンターのご協力のも

　　　　　　　　　　　　　　㎜　ミミ　　Ｗ▼　Ｉ　　　ＦＩ　　　　　ニ

・ネパール・ＡＭＤＡダマック病院

◇実施場所　ネパール・ジャバ郡ダマック市

◇実施期間　1992年～継続中

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAネパール支部

◇診療科　麻酔科、一般科、外科、産婦人科、小児科、

放射線科、整形外科医、耳鼻科、歯科、眼科

◇スタッフ数　159人（うち医師24人、看護師42人）

◇患者数（2017年度）２万６千人以上

◇事業内容

　AMDAネパール支部を実施主体として、1992年より

メチ県ジャパ郡ダマック市で、ブータン難民と地元双方

の医療支援の対象として開設した。

　今年度の外来患者数は２万６千人以上、年間分娩数

は７千人を超えるなど､前年度より増加傾向にある（2016

年度外来患者数:2万人以上、年間分娩数:6千人以上）。

と、ウブルハンガイ県ゲチンウス村（首都ウランバート

ルから車で11時間）において川崎医療福祉大学感覚矯

正学科の高崎裕子先生を中心に眼科健診が行われた。今

年は、113人（5～17歳の子ども78人、成人は35人）

が健診を受け、そのうち斜視は５人、そして７人が病院

への紹介が必要な状況にあることが今回判明した。

　この健診後、モンゴル保健省に過去３年間の健診結果

として、弱視、乱視の割合が世界の平均値より高いこと、

眼鏡をかければ解決できる子も半分はいることなどを報

告した。保健吉は今までの事業を通じ眼科健診の重要性

を認識、９月15日を「子どもの目の日」として制定し健

診を行っていくことを発表した。

　今年度は産婦人科医のブダトォキ・ビマラ医師が来岡、

２か月以上岡山済生会総合病院にて腹腔鏡手術を中心に

学んだ。更に、佐藤拓史医師（東亜大学医療学部教授）

がAMDAダマック病院にて同病院内科医のディワス・ラ

ズ・ボホラ医師を中心に内規鏡技術の研修を実施するな

ど、AMDAを通し医療技術の習得にも努めた。

　また、在ネパール日本大使館の草の根・人間の安全保

障無償資金協力により、2017年10月にICUユニットの

増設が完成、診療を開始した。
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■ネパ1－ル・シッダールタ母と子の病院

　(通称：ネパール子ども病院)

◇実施場所　ネパール・ルパンデ郡ブトワル市

◇実施期間　1998年～継続中

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAネパール支部

◇診療科　産婦人科、小児科、新生児科

◇スタッフ数　186人（うち医師24人、看護師65人）

◇患者数（2017年度）約34､000人

◇事業内容

　1998年11月、阪神淡路大震災後の日本とネパール

の多くの支援者の協力により設立された、首都以外では

唯一の母子専門病院。

　設計は安藤忠雄建築事務所がボランティアで協力。毎

年３万４千以上の外来患者や救急患者が診療を受け、

毎日８人以上の子どもが生まれる。

　2011年８月より新たな周産期病棟の建設を開始、翌

年11月に完成した。新病棟では陣痛室､分娩室､産獅室、

手術室、家族計画カウンセリング室、新生児集中治療室

などを備え、妊娠・出産から新生児ケアを総合的に管理

できるよう配慮している。

■ネパール・ＡＭＤＡメチ病院

◇実施場所　ネパール・ジャパ郡メチナガル市

◇実施期間　2008年～継続中

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAネパール支部

◇診療科　一般科

◇スタッフ数　18人（うち医師３人、看護師３人）

◇患者数（2017年度）約4､000人

◇事業内容

　2008年に在ネパール日本大使館、メチナガル市役所、

商工会議所の支援によって設立。現在、AMDAネパール

支部、市役所及び商工会議所の共同プロジェクトとして

運営している。

　メチナガル市民だけでなく周辺の村々に住む住民が怪

我や一般的な疾患のためこの病院を訪問。 2017年度は

緊急外来、一般外来及び入院患者含め約4､000入の患

者に保健医療サービスを提供した。

御感
●●●●●●●●●働●●畠●●●●●●●●●●●●●●●●●●畠●働

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Ｉ全国屈指福祉フォーラム開催

◇実施場所　国民宿舎･サンロード吉備路（総社市三須）

◇開催日　2018年３月３日

◇主な参加者　蒲原基道／厚生労働事務次官、葛西健

/WHO西太平洋地域事務局事業統括部長、松田久／岡

山経済同友会代表幹事、片岡聡一／総社市長、菅波茂/

AMDAグループ代表、総社市民ら約350人

◇事業内容

　「総社市の挑戦～全国屈指の福祉先駆都市へ～」を
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テーマにした同市とAMDA主催の「ﾈ帛祉フォーラム」が

2018年３月３日、総社市三須の国民宿舎・サンロード

吉備路で聞かれた。

　菅波茂AMDAグループ代表がコーディネーターを務



め、コメンテーターとして蒲原基道厚生労働事務次官、

葛西健ＷＨＯ西太平洋地域事務局事業統括部長、松田久

岡山経済同友会代表幹事､片岡聡一総社市長が討議した。

　菅波代表は、障がい者1､500人雇用を目指す総社市の

取り組みについて「飛鳥時代から慈悲の心の精神風土が

息づき、今に続いている」と指摘。蒲原氏は「弱者とと

もに一緒に生きていくことが大切。総社市のノウハウを

広く発信してほしい」と述べた。

　葛西氏は「アジア諸国は日本の先行事例に興味を持っ

ている。市長、議会、市民が一体となって福祉の先駆部

ﾀﾞ回･＝硯池　Ｅ　巨　　一目　’

Ｉ ＡＭＤＡ中学高校生会

◇実施場所　国内：岡山県岡山市、赤磐市、高知県黒潮

町　国外：スリランカ

◇実施期間　1995年～継続中

◇事業内容

　県内の中学生、高校生36人、他県から２人合計38

人のメンバーで活動しているAMDA中学高校生会（以下、

中高生会）は国際協力や災害・防災をテーマに毎月１回

以上の定例会を持ち、計画や内容を話し合い活動してい

る。今年度の主な活動については以下のとおり。

◆AMDAスリランカ紛争後復興支援平和構築プログラム

　青少年交流事業

　26年間近くも続いたスリランカでの内戦終結より２

年後の2011年以降、医療和平の活動の一部として、異

なる民族（シンハラ、タミル）、異なる宗教（仏教、ヒ

ンズー教、イスラム教、キリスト教）の生徒たちが交流

する「AMDAスリランカ平和構築プログラム」を継続し

て実施している。悲しい内戦の歴史を乗り越え、お互い

交流することで相互理解を図り次世代の意識改革を目標

としている。中高生会も2015年より参加しており、今

年度は８月５日から３日間スリランカ中央部に位置する

マータレーで開催された本プログラムに､４人のメンバー

市を目指してほしい」と要望。片岡市長は「弱者に優し

いまちづくりが市に品格を持たせる。少子化の中で総社

市は人口も増えており、さらに輝くまちづくりを目指し

たい」と意欲を示した。

　松田氏は近い将来、発生が懸念される南海トラフ地震

について言及し「総社市は災害支援、被災者受け入れと

いった全国でも珍しい条例を相次いで制定している。経

済界も“流通備蓄”を含めた支援をしていきたい」と述

べた。

がマータレー、キリノッチ、トリンコマリーの生徒だち

と一緒に参加した。３回問の中で宗教・スポーツ・カル

チャープログラムが行われ､国､学校､民族､性別､宗教、

言語が異なる生徒たちが混合チームを作り活動した。参

加者全員が４つの宗教施設を訪問し自分とは違う宗教に

ついて理解を深め、スポーツプログラムではバレーボー

ルの試合を楽しみ、文化交流については現地の子どもた

ちはダンス等を、中高生今は空手の披露等をした。中高

生今のメンバー達は最初は言語が通じない等でとまどっ

たが、活動が連むにしたがい参加者とも打ち解け、２回

目夜の牛ャンプファイアーでは参加者全員で岡山夏の風

物「うらじや踊り」で盛り上がった。最終日には、３日

間寝食を共にして仲良くなった友達との最後の時間を惜

しみ、涙もあふれていた。参加したメンバーの顔は過去

の悲劇を繰り返さない、宗教、民族、言葉が連っても仲

よくできるという自信に満ち輝いていた。「皆の共通言語

は笑顔だ」と言い切っている中高生会メンバーは今後も

本プログラムに継続して取り組み、平和な社会を目指し

たいと考えている。

◆高知県黒潮町の中学生高校生との防災教育取り組み

　交流会

　AMDAと黒潮町が南海トラフ災害に備え2015年２月

に連携協力協定を締結したのがきっかけで、７月29回

に中高生今の３人が黒瀬町を訪れ交流会を問催した。黒
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潮町にある３中学・高校より合計16人の中高校生（町

立佐賀中学校４人、町立大方中学校４人、高知県立大

方高校６人）、及び黒潮町役場より防災担当、教育委員

会職員の方々、先生方が参加し各学校の取り組みを紹介

した。佐賀中学校は「つながりはぬくもり」のタイトル

で保育園と小学校、中学校合同の訓練の紹介やテレビ電

話でメキシコの中学生の合同津波避難訓練を実施したこ

とを紹介した。大方中学校は「犠牲者ゼロを目指す」を

テーマに１年生時からいろいろな場面を想定した防災教

育の取り組みを紹介。大方高校は「高校生から広げる防

災」をテーマに保育園児から高校生までが訓練を通し助

け合う必要性について発表した。そして中高生会は東日

本大震災復興支援として現地を訪問した様子等を紹介

し、大震災で学んだことを今後に生かす重要性を話った。

交流会に参加した中高生会メンバーはこの活動について

「黒潮町の危機感にあふれた防災訓練の様子を紹介され

すごいと思った」「私たちも二次災害にも備え、真剣な

取り組みが必要と感じた」と感想を述べた。

◆平成29年度高校生「地域防災ボランティアリーダー」

　養成研修（岡山県教育委員会主催）で体験発表

　８月１日、岡山県内の高校生を対象に「地域防災ボラ

ンティアリーダー研修」が岡山県立芳泉高等学校で開か

れ、中高生会から６人が参加し体験発表を行った。この

研修は防災に対する意識を高め、災害時に様々な活動で

社会貢献できる人材育成を目的に毎年行われ中高生会は

今年で４回目の参加となった。「中学生・高校生にでき

る災害への取り組み」と題し発表した。東日本大震災に

問するボランティア活動の様子については震災時の募金

活動、絆コンサート、ボランテイアバスによる現地での

対話、被災他聞交流の一つである復興グルメＦ－１大会

でのボランティア活動等を報告した。また南海トラフで

の災害にも触れ、若者が取り組む大切さと内容を発表、

有事の時は相互扶助の精神で乗り越えていこうと、呼び

かけた。
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その他の活動

・４月ペルー洪水被災者への募金活動

・５月ザグフェスAMDAブースでのボランティア活動

・９月岡山県立大学集中講義での発表（中学生・高校生

にできる災害への取り組み）等

・11月スリランカ紛争後復興支援平和構築プログラム活

動報告（第１回AMDA・赤磐市防災国際フォーラム）

Ｉインターン受入

①井上瑠七さん（名桜大学国際学群国際文化専攻３年）

◇実施場所　AMDA事務所

◇実施期間　2017年８月21目

　～９月１日

◇期間中の業務内容　インド

ピースクリニックにて使用する

母子教育に関する英語パンフ

レットの再編など

◇インターン後の感想

　沖縄県名護市にある名桜大学国際学群国際文化専攻３

年生です｡ 2017年８月21日から９月１日までの２週間、

AMDAでインターンシップを行いました。

　国際問題に関心があり、大学のゼミでは主に国際貢献

や国際政治について勉強しています。

　AMDAで学んだことは、様々な支援の方法があること

です。海外で学校健診を行い健康の大切さを教えたり、

洪水被害があった国へ支援に向かったりしていました。

　また、南海トラフ地震津波の大被害を想定し、事前に

入念に支援準備をしていることに驚きました。

　私は将来、東南アジアと日本をつなぐ仕事をしたいと

考えています。今回のインターンシップの経験を生かし、

常に先のことを想定しながら、人々のニーズに応えられ

る人材になれるよう努力していきます。貴重な経験をさ

せていただき、ありがとうございました。



②シオンドマエダ・コウさん（シンガポール・高校生）

◇実施場所

　AMDA事務所、AMDA大槌健

康サポートセンター等

◇実施期間　2018年１月４日

　～１月31日

◇期間中の業務内容　英語によ

るプレゼンテーションや記事原稿等の作成、AMDA中学

高校生会のパンフレットの英語翻訳、東日本大震災復興

　屁曇腕謡励回
ﾂﾞ9刎ﾄ命＝競ﾇ目

Ｉこども食堂支援プラットフォーム設立

◇実施場所　岡山国際交流センター

◇開催日　2017年12月23日

◇主な参加者・団体　赤磐市、備前市、和気町、岡山商

工会議所連合会、岡山経済同友会、岡山県立大学、川崎

医療福祉大学、ライオンズクラブなど

◇参加者数　約100人

◇事業内容

　地域の大人が子どもに無料または低額で食事を提供す

る「こども食堂」は、岡山県内でも地域のボランティア

によって開設が相次いでいる。 AMDAはこの食堂を支援

するため、重点事業として取り組むための母体組織とな

る「AMDAこども食堂支援プラットフォーム」を設立した。

県内のこども食堂は40～50団体とされ、今後も増える

見通し。

　推進組織としてはプラットフォーム世話入会を設け、

代表には赤磐市長の友貴武則氏が就任。県内で「こども

食堂」研究の第一人者とされる川崎医療福祉大学講師の

支援活動地訪問

◇インターン後の感想

　相互扶助などAMDAの理念が勉強でき、素晴らしい

経験でした。大人になったら積極的にボランティア活動

に取り組みたいと思います。

　AMDAでのインターンにおいて、人の役立つことが大

きな喜びであることを学び、モチベーションが上がりま

した。この体験を大切にし、今後も（心の中で）AMDA

と一緒に歩んでいきます。

直昌克樹氏が事務局長に就任した。

　顧問には、沖陽子・岡山県立入学則学長、秋山祐治・

川崎医療福祉大学則学長らに依頼した。

　AMDAは2018年３月、こども食堂に携わる４団体に

県内産のお米を要望に沿って配布した。今後も年４回の

ペースで実施予定。

　調味料や則食費の支援準備も進めており、岡山商工会

議所連合会、岡山経済同友会の加盟企業などの協力によ

り進めている。鶏卵・鶏肉販売のアルムの里（赤磐市）、

日生漁協（備前市）には、こども食堂に対し安価で対応

していただくなど産官学民の支援の輪が広がっている。
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■ＡＭＤＡフードプログラム

● ● ● ● ● ●

◇実施場所　岡山県新庄村、インドネシア・マリノ村

◇実施期間　2012年４月１目～継続中

◇従事者　アロイシウス・シタミ/AMDA連携野上略

農場長、田中佐祐/AMDA本部職員

◇事業内容

　「食は命の源」をコンセプトに、アジアに有機農業を

普及することを目的としたAMDAフードプログラムを

2012年度より開始している。同年度より岡山県真庭郡

新庄村の野上略地区に農場を開設、アヒルを使った無農

薬有機稲作栽培を中心とした農業を実施している。

◆野土路農場

　2012年のAMDA野土路農場（現AMDA連携野土路

農場）開設以降、アヒルを使って無農薬でコシヒカリや

ヒメノモチ、野菜を栽培している。

　今年度は６月３日には稲の苗を手で柏える、昔ながら

の田植え祭を実施。ＪＲ岡山駅からバスで現地に到着し

た12入が参加し、７アールの水田に入り、コシヒカリの

苗を約１時間かけ、横に張った糸を目印に植えていった。

大半は初めての体験だったが、次第に慣れていった。続

いて、害虫駆除に役立つ生後３目ほどのアヒル約100匹

28 －sogo ’削o－計瓜4ジャープソか包リタ令息拶が泉水節節岑譚

を次々と水田に放鳥した。そして、三味線や太鼓の音に

合わせた「新庄田植え踊り」で雰囲気を盛り上げた。

　尚、AMDAは毎年プロジェクト関係国の在日公館を表

敬訪問し、野上路農場で収穫した米を贈呈しているが、

今年は悪天候等によりAMDAフードプログラムが目指す

米として同じ野上県地区の無農薬米を贈呈した。

◆マリノ村有機農業実践圃場

　野上略農場では、2013年にインドネシアから研修生

イカワティ氏を受け入れた。イカワティ氏は半年間、新

庄村で研修を受けた後、彼女の故郷であるゴワ県マリノ

村にて、現在も有機農業の普及活動を継続している。

　このマリノ村は山岳地帯にある農村地帯で農業が主

な産業だが、ほとんどの人たちが農業だけでは生活でき

ず、稲が育だない乾季には近くの都市に数か月間出稼ぎ

に出ている状況である。この状況をふまえ、AMDAは

2014年に有機農業普及事業のパイロットファームとし

てAMDAマリノ農場を開設し、イカワティ氏と地元の若

手農家ジャマルがスタッフとして常駐、これまでに有機

栽培にて米を作り、翌年には駐在の日本人を中心にマリ

ノ農場の米は通常の３値の値段で完売した。この評判に

より当初１軒だった有機栽培農家は2018年３月現在12

軒に増加した。イカワティ氏は「今はまだ販売にAMDA

からの力を借りているが、将来農家自身が販売のすべて

を手掛けられるようになれたら」と、他の農家に肥料の

やり方や稲の害虫防除等について助言を行っている。

御感
幽幽幽●●幽幽●●幽●幽●●●●●●●●幽●幽■幽幽幽●●●●●幽喧喧

● ● ● ● ● ● ● ●

Ｉインド　ブッダガヤ　シュリプール村生活

　支援プログラム

◇実施場所　インド・ビハール州ブッダガヤ

◇実施期間　2017年７月～継続中

◇派遣者　菅波茂／医師/AMDAグループ代表、難波

妙／調整員/AMDA GPSP支援局長、ニッティヤン・

ヴィーラヴァーゲ／調整員/AMDAインターナショナ

ル事務局長、岩本智子／看護師（米国資格）・調整員/

AMDA本部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　シュリプール村担当者１人、AMDA現地担当者２人

◇受益者数　12世帯（2017年度）

◇事業内容

　2017年７月から、インド・ビハール州ブッダガヤにあ

るシュリプール村での生活支援をAMDAピースクリニッ

クに以前勤務していたヴェーダ氏を中心に始めた。



　村にあるお年寄りの家へのお米の提供、村の住民に対

する農薬用井戸設置支援、住民交流のための祈りの場に

対する支援を実施。特に農薬用井戸は水脈に当たるかど

うかわからなかったが、掘り始めてから約23メートルの

地点でついに水が出たことに村の住民は歓喜に沸いた。

　加えて、今年は電線の一部が故障し、農薬用井戸水

を引き上げるモーターに必要な電気が一時期停電したた

め、お米の収穫量に大きな影響を与えた。今後、そのよ

うな状況を回避するべく、AMDAはシュリプール村用に

発電機を購入、停電しても村の人たちが一定量の食料を

確保できるよう備えている。

連携協力協定調印

・国内連携協力協定調印

・ムネ製薬株式会社

・阿南市、牟岐町、海陽町

・岡山県鍼灸師会

・朝日医療大学校

・岡山流通情報懇談会

・公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院

・有限会社アイ薬局

・医療法人剖和会しげい病院

・海外連携協力協定調印

・欧州日本人医師会

・ネパール・トリブバン大学医学部

・中国・ラッフルズメディカルインターナショナル

・インド・ガヤ大学

・フィリピン大統領府

・フィリピン開発安全女性委員会

・パキスタン医師会

・ムスリムインドネシア大学医学部

・バングラデシュ・腹腔鏡外科協会

・バングラデシュ医師会

・バングラデシュ・ダッカ大学コミュニケーション障がい学部。

　　　　　　　　　　　　　　　　ダウン症協会（三者協定）

・国連パレスチナ難民救済事業機関

５月15日

５月30日

７月22日

８月25目

９月18日

10月12日

12月26日

２月　１日

　４月24日

　７月　６日

11月　２日

11月14日

11月27目

11月27日

12月16目

１月20日

１月20日

１月21日

１月22日

２月　１日
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所在地

設立年月日

AMDAグループ構成団体

海外活動

活動国

国内活動

AMDA支部

AMDAクラブ

スタッフ

会員数

ERネットワーク登録者数

ＡＭＤＡ団体概要

〒700-0013　岡山県岡山市北区伊福町３丁目31-1

1984年８月

国連経済社会理事会「総合協議資格」取得　2006年

認定NPO法人に認証　2013年５月８日付

認定特定非営利活動法人アムダ:AMDA

AMDAインターナショナル（任意団体）

認定特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

特定非営利活動法人AMDA国際医療情報センター

アムダ兵庫（任意団体）

緊急医療支援、難民医療支援、復興支援、合同医療ミッション、スポーツ親善交流、

フードプログラム、ASMP、セミナー開催等

日本、ネパール、パキスタン、インドネシア、ハイチ、モンゴル、インド、ルワンダ、

ベルー、スリランカ、フィリピン、メキシコ、バングラデシュ、カンボジア　他

復興支援、フードプログラム、こども食堂支援、出張講演、大学講義受託、活前報告会･

セミナー開催、AMDA中学高校生会、イベント参加、南海トラフ地震対応医療チーム

派遣準備　等

沖縄支部、神奈川支部

大槌、鎌倉、高知、玉野、福山、竹原、神女（神戸女子大学）各クラブ

常勤11人非常勤４人嘱託９人

791人

589人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018年７月１日現在

理事長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

菅波　　茂

犬上　吉子

佐藤　拓史

菅波　知子

中西　　泉

難波　　妙

難波比加理

野島　　治

渡丸　弘之

認定特定非営利活動法人アムダ役員

認定特定非営利活動法人アムダ

元岡山県生活環境政策スタッフ

医師　東亜大学医療学部教授　モンゴル国立医科大学招聘教授

医師

医師　医療法人社団慶泉会町谷原病院　理事長

認定特定非営利活動法人アムダ　GPSP支援局長

認定特定非営利活動法人アムダ財務部長

元倉敷市教育委員会　嘱託啓発指導員・小学校校長

公認会計士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018年７月１日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(理事名　五十音順)

※多くのボランティアの皆様に支えられて様々な活動を実施することができました。

　心より感謝中し上げます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国内の動き

・講義

神戸女子大学、玉野医療専門学校、順正高等看護福祉専門学校、就実大学、相生市看護専門学校、岡山県立大学大学院、山陽

学園大学、広島市立大学、旭川荘厚生専門学院、大学コンソーシアム岡山、岡山医療福祉専門学校、山陽学園大学大学院、福

山市医師会看護専門学校、岡山犬学、山□県立大学、ノートルダム詩心女子大学

・講演

清心女子高校、岡山県立津山東高等学校、おかやまコープ新見センター、NPO法人HuMA、岡山県立玉高高等学校、NPO赤

磐市市民活動支援センター、関西学院大学災害復興制度研究所、倉敷市乙高小学校区自主防災組織連絡会、倉敷市立北公民館、

WFWP国際協カシンポジウム実行委員会、岡山市立妹尾小学校PTA、社会福祉法人恵風会、社会福祉法人旭川荘、岡山県立岡

山南高校、岡山市立古都小学校、岡山市立高松公民館、岡山県社会福祉協議会、公益社団法人岡山鍼灸師会、おかやまコープ

　備北エリア、岡山県立瀬戸南高等学校、岡出丸の内ロータリークラブ、岡山県立真庭高等学校、岡山市立石井小学校、関西

学院大学　災害復興制度研究所、県立倉敷中央高等学校専攻科

(講演時系列)

・研修受け入れ

・ブダトォキ・ビマラ医師（平成29年度の岡山県国際貢献ローカル・トゥ・ローカル技術移転事業でネパールより招聘）

・インターンシップ受け入れ

・井上瑠七（名桜大学国際学群国際文化専攻）８月21日～９月１日

・シオン・マエダ・コウ（シンガポールの高校生）　　　１月４日～１月30日

・主催イベント

・AMDAの集いin関西

・第４回AMDA災害鍼灸チーム育成プログラム

・第４回AMDA南海トラフ災害対応プラットフォーム調整会議

・まちかどトーク／街頭募金

・AMDA西嶋理学療法士ネパール地震復興支援活前報告会

・第15回復興グルメF-1大会　ボランティアバス

・AMDAルワンダ小児医療・学校保健支援活前報告会

・第１回AMDA ・赤磐市防災国際フォーラム

・AMDA南海トラフ災害対応プラットフォーム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　輸送と通信シミュレーション

・AMDAこども食堂支援プラットフォーム発足フォーラム

・第４回被災他聞交流フォーラム

・福祉フォーラム「総社市」の挑戦～全国屈指の福祉先駆都市へ～

■主な参加イベント

・ザグフェス2017

・AMDA連携野土略農場で田植え体験

・自衛隊演習訓練「南海レスキュー」

・岡山市防災訓練西大寺ブース参加、備前市防災訓練

・コープフェスタ2017　ブース参加パネル展示

・第31回神辺福祉まつり

・野上略農場稲刈り体験

・和気ものづくりフェスタ　大国家住宅会場にてパネル展示

・第15回復興グルメF-1大会in浪江町

゛「アットホームカフェ」でのAMDAコーナー「まちかどトーク」

・おかやまコープ・AMDA連携協定10周年記念のつどい

・陸上自衛隊・国際緊急援助隊（JDR）総合訓練参加

・徳島県南部回域防災訓練にてパネル展示

・四国DMAT実動訓練

・咲かせよう美しい花、みんなの夢～AMDAとともに　第61回洋蘭展

・東日本復興支援チャリティー-from bizen-

・チャリティーオークション「倉敷からの風」

７月

７月

７月

４月、５月、６月、７月、８月、９月、11月、12月

９月

10月

10月

１１月

11月

12月

２月

３月

５月

６月

６月

９月

９月

９月

９月

９月、10月

10月

10月

10月

12月

12月

　１月

　２月

　３月

　３月
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活動計算書

平成29年４月１日から平成30年３月31日まで

特定非営利活動法人　アムダ

　　　　　　　　　(単位：円)

科　　　　　目 金　　　　　額

Ｉ　経常収益

　　1.受取会費

　　　　正会員受取会費

　　　　医師会員受取会費

　　　　一般会員受取会費

　　　　学生会員受取会費

　　　　法人会員受取会費

　　　　賛助会員受取会費

　　2.受取寄附金

　　　　受取寄附金

　　3.受取助成金等

　　　　受取民間助成金

　　4.事業収益

　　　　事業収益

　　　　業務受託収益

　　5.その他収益

　　　　受取利息

　　　　雑収益

　経常収益計

Ｈ経常費用

　　1.事業費

　　　田人件費

　　　　給料手当

　　　　法定福利費

　　　　退職給付費用

　　　　福利厚生費

　　　　派遣費

　　　　人件費計

　　　(2)その他経費

　　　　業務委託費

　　　　諸謝金

　　　　印刷製本費

　　　　会議費

　　　　旅費交通費

　　　　通信運搬費

　　　　消耗品費

　　　　渉外費

　　　　修繕費

　　　　水道光熱費

　　　　地代家賃

　　　　賃借料

　　　　減価償却費

　　　　保険料

　　　　諸会費

　　　　租税公課

　　　　研修費

　　　　支払手数料

　　　　支払助成金

　　　　為替差損

　　　　新聞図書費

　　　　燃料費

　420,000

1,215,000

4,070,000

　　18,000

1,110,000

　508,000 　7,341,000

52,453,865

　　603,073

　3,907,105

　　　69,677

64,374,720

52,453,865

603,073

　307,105

3,600,000

17,517

52,160

31,570,398

　4,737,785

　　653,450

　　710,690

　1,552,376

39,224,699

18,277,156

　　　44,545

　2,664,931

　1,048,127

22,774,632

　5,082,707

　5,070,042

　1,204,028

　　135,388

　　390,144

　1,787,372

　4,499,085

　　497,849

　　583,640

　　　17,000

　　　41,282

　　　24,000

　　335,064

　　360,000

　　　91,105

　　　64,438

　　116,467
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科　　　　目 金　　　　額

　　　　医療消耗品費

　　　　栄養給食費

　　　　活動器材費

　　　　農業関連費

　　　　雑費

　　　　その他経費計

　　　事業費計

　2.管理費

　　　田人件費

　　　　役員報酬

　　　　給料手当

　　　　法定福利費

　　　　退職給付費用

　　　　福利厚生費

　　　　人件費計

　　　(2)その他経費

　　　　印刷製本費

　　　　会議費

　　　　旅費交通費

　　　　燃料費

　　　　通信運搬費

　　　　消耗品費

　　　　渉外費

　　　　修繕費

　　　　水道光熱費

　　　　賃借料

　　　　減価償却費

　　　　保険料

　　　　諸会費

　　　　租税公課

　　　　支払手数料

　　　　業務委託費

　　　　新聞図書費

　　　　為替差損

　　　　雑費

　　　　その他経費計

　　　管理費計

　　経常費用計

　　　　当期経常増減額

ｍ経常外収益

　　　　経常外収益計

IV経常外費用

　　1.固定資産除・売却損

　　　　固定資産除・売却損

　　　　経常外費用計

　　　　税引前当期正味財産増減額

　　　　当期正味財産増減額

　　　　前期繰越正味財産額

　　　　次期繰越正味財産額

5,495,589

2,332,315

　　78,742

　　　2,030

　275,921

112,518,298

　22,860,774

135,379,072

73,293,599

　540,750

5,725,577

1,037,345

3,616,050

　578,117

11,497,839

　　158,360

　　43,446

　293,609

　　44,001

　920,096

2,000､125

　265,043

　　13,740

　185,368

2,036,354

　667,235

　　71,125

　　10,000

　　97,033

　636,866

1,448,496

　　74,232

2,355,973

　　41,833

11,362,935

140,879 140,879

△71,004,352

　　　　　　　0

　　　140,879

△71,145,231

△71,145,231

　537,626,285

466,481,054

一sogo ’佃o－削四七ゾヤーナルＪパ本意万/百諺卒首藤首藤３３
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貸借対照表
平成30年３月31日現在

特定非営利活動法人　アムダ

　　　　　　　　　(単位：円)

科　　　　目 金　　　　額

Ｉ　資産の部

　　1.流動資産

　　　　現金預金

　　　　未収会費

　　　　棚卸資産

　　　　前払金

　　　　前払費用

　　　　仮払金

　　　　立替金

　　　　流動資産合計

　　2.固定資産

　　　田有形固定資産

　　　　建物

　　　　車両運搬具

　　　　什器備品

　　　　建物附属設備

　　　　減価償却累計額

　　　　有形固定資産計

　　　(2)無形固定資産

　　　　無形固定資産計

　　　(3)投資その他の資産

　　　　リサイクル預託金

　　　　敷金

　　　　緊急人道支援特定預金

　　　　東日本震災特定預金

　　　　東日本奨学特定預金

　　　　プロジェクト準備金

　　　　投資その他の資産計

　　　　固定資産合計

　　　資産合計

Ｈ負債の部

　1.流動負債

　　　　未払金

　　　　前受金

　　　　預り金

　　　　流動負債合計

　2.固定負債

　　　　固定負債合計

　　　負債合計

ｍ正味財産の部

　　　　前期繰越正味財産

　　　　当期正味財産増減額

　　　正味財産合計

　　　負債及び正味財産合計

342,702,479

　　　　60,000

　　2,093,081

　　　781,980

　　2,127,288

　　8,053,938

　　　212,909

356,031,675

　119,850,309

475,881,984

　　　5,971,662

　　　2,027,764

　　　5,667,301

　　　　719,250

△4,639,482

9,746,495

０

　　　19,530

　　　60,000

　8,508,590

67,113,303

　　442,323

33,960,068

110,103,814

8,896,333

　　30,000

　474,597

9,400,930

　　　　　　　0

　　9,400,930

466,481,054

　537,626,285

△71,145,231

475,881,984

３４ －sogo 句゙o－ルぼ詞ジャーナルＪ招今ぎ程が涙今次爪倣誰



財産目録
平成30年３月31目現在

特定非営利活動法人　アムダ

　　　　　　　　　(単位：円)

科　　　　目 金　　　　額

Ｉ　資産の部

　　1.流動資産
　　　　現金預金
　　　　　　　　　　　　　　　　　現金

　　　　　　　　　　　　　　　　　普通預金
　　　　　　　　　　　　　　　　　定額預金

　　　　　　　　　　　　　　　　　外貨預金
　　　　未収会費
　　　　棚卸資産
　　　　前払金

　　　　　　　　　　　　　　　　　図書製本費(印刷製本費)

　　　　　　　　　　　　　　　　　賃借料
　　　　前払費用

　　　　仮払金　東日本その他海外事業
　　　　立替金

　　　　流動資産合計
　2.固定資産
　(1)有形固定資産

　　　　建物
　　　　車両運搬具
　　　　什器備品

　　　　建物附属設備
　　　　減価償却累計額
　　　　有形固定資産計

　(2)無形固定資産
　　　　無形固定資産計

　(3)投資その他の資産
　　　　リサイクル預託金
　　　　敷金

　　　　緊急人道支援特定預金
　　　　東日本震災特定預金
　　　　東日本奨学特定預金

　　　　プロジェクト準備金
　　　　投資その他の資産計
　　　　固定資産合計

　　　資産合計

Ｈ負債の部

　　1.流動負債
　　　　未払金

　　　　通信運搬費
　　　　業務委託費

　　　　消耗品費
　　　　法定福利費
　　　　退職給付費用

　　　　給与
　　　　印刷製本費
　　　　旅費交通費

　　　　保険料
　　　　福利厚生費
　　　　前受金

　　　　預り金
　　　　流動負債合計
　2.固定負債

　　　　固定負債合計
　　　負債合計
　　　正味財産

　　6,037,883

280,676,857

　10,000,000

　45,987,739

　　　　60,000

　　2,093,081

　　　225,000

　　　556,980

　　2,127,288

　　8,053,938

　　　212,909

356,031,675

119,850,309

475,881,984

　　9,400,930

　　5,971､662

　　2,027,764

　　5,667,301

　　　　719､250

△4,639,482

9,746,495

０

　　　　19,530

　　　　60,000

　8,508,590

67,113,303

　　442,323

33,960,068

110,103,814

　463,113

　610,000

　101,592

　877,982

3,616,050

2,980,008

　　53,460

　　59,288

　　18,460

　　116,380

　　30,000

　474,597

9,400,930

　　　　　　　0

466,481,054

－sogo‘ 句Q－ｊ双Z74ジャーナル読ﾌ招卒T意万が擢卒謔居言譚３５
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スリランカ洪水緊急支援活動

　ペルー洪水、フィリピン台風…。 2017年度も国内外で自然災害が相次ぎ、

AMDAが実施した緊急支援は17件を数えました。

　ミャンマーからバングラデシュに逃れたイスラム系少数民族・ロヒンギャ

難民は約90万人を数え、AMDAは医師ら10人を相次いで現地に派遣、今

後も支援を継続します。

　子どもの健やかな成長を願い、低額または無料で食事の場を提供する岡山

県内の「こども食堂」を支援するブラッドフォームも設立させました。

　これら様々な事業の取り組みは､多くの皆吉まの温かいご支援のお陰です。

心より感謝を申し上げるとともに､引き続きご支援をよろしくお願いします。

否
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